
iwade広報いわで

CONTENTS
7 月 1 日からごみ有料化が始まります  ・・・・・・・・・・・・・ｐ 2 ～ 6

「第 21 回クリーン缶トリー運動イン岩出」にご協力を！   ・・・・・・ｐ 7
夏の節電にご協力をお願いします！   ・・・・・・・・・・・・・・・ｐ 7
7 月 9 日スタート！外国人に関する新制度    ・・・・・・・・・・・・ｐ 8
岩出市職員採用試験（第 2 回）を実施します    ・・・・・・・・・・・ｐ 8
いわで夏まつり「メッセージ花火」の参加者を募集します！    ・・・・ｐ 32

July
2012
No.767

そうへぃちゃん
岩出市イメージキャラクター

▼表紙の写真
　上岩出保育所の子ども達と新し

いごみ袋とそうへぃちゃん

7 月 か ら 燃 え る ご み の
袋が緑色に変わるよ！

♪
燃えるごみを出すとき
は緑色のごみ袋に入れ
て出してね

ごみ有料化
から始まります
７月１日（日）

詳しくは、p2 ～ 6 へ



2012・7　広報いわで　　2【市民憲章】私たちは緑の山と紀の川の清流に育まれた岩出市の市民であることに誇りをもち
平和を重んじ豊かなまちをつくるためにこの憲章を定めます

有料になるのは「可燃ごみ袋」のみです

※資源ごみ（紙類・プラスチック類・衣類等）、不燃ごみ（缶・ビン・
　鉄類・陶磁器等）、粗大ごみの収集体制等も変わりません。

　岩出市では、ごみの減量化・資源化の推進、負担の公平化を図るため、
市民の皆様にごみ排出量に応じて費用負担をしていただく「ごみ有料化」
を実施しますので、皆様のご理解とご協力をお願いします。詳細は、次の
とおりです。

ご
み
有
料
化
が
始
ま
り
ま
す

７月１日（日）から

　

ご
み
有
料
化
に
伴
い
、
可
燃
ご
み
袋
が
新
し
い

も
の
に
変
わ
り
ま
す
の
で
、
７
月
１
日
か
ら
可
燃

ご
み
を
出
す
と
き
は
、
新
し
い
袋
に
入
れ
て
く
だ

さ
い
。

　

ご
家
庭
に
残
っ
て
い
る
以
前
の
可
燃
ご
み
袋
は
、

当
面
の
間
、資
源
ご
み
袋
と
し
て
お
使
い
く
だ
さ
い
。

資
源
ご
み
袋
は
、
７
月
１
日
以
降
も
今
ま
で
ど
お
り

資
源
ご
み
袋
と
し
て
お
使
い
い
た
だ
け
ま
す
。

（分別方法や出し方、収集日は変わりません。）

【平成 24 年 6 月 30 日まで】

資源ごみ袋として
出 す と き は、「 一
般」のところに二
重線を引いてくだ
さい。

≪資源ごみ≫

≪可燃ごみ≫
≪資源ごみ≫

【平成 24 年 7 月 1 日から】

≪可燃ごみ≫

  岩出市指定

  資源ごみ袋

（赤字の透明

  袋）

  岩出市指定

  一般ごみ袋

（以前のもの）

  岩出市指定

  一般ごみ袋

（以前のもの）

  岩出市指定

  可燃ごみ袋

（新しいもの）

  岩出市指定

  資源ごみ袋

（赤字の透明

  袋）

・
ご
み
袋
に
は
区
・
自
治
会
名
、
氏
名
を
書
く
欄
を
設
け

て
い
ま
す
。
そ
れ
は
、
不
適
正
排
出
を
防
ぐ
た
め
に
区
・

自
治
会
等
で
任
意
に
お
書
き
い
た
だ
く
も
の
で
す
の
で
、

ぜ
ひ
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

可
燃
ご
み
袋
の
色
は
、
緑
色
に
変
わ
り
ま
す

ごみの減量に
ご協力ください！！

○問い合わせ先　　生活環境課　℡ 62-2141（内線 190・185・186）

可
燃
ご
み
袋
の
変
更

岩
出
市
指
定
ご
み
袋
引
換
券
の
発
送
日

▲ 7 月 か ら 使 用 し て い た だ
　く可燃ごみ袋



3　　広報いわで　2012・7 【市民憲章】自然を大切にしきれいなまちをつくりましょう

世帯構成 区分 20ℓ袋 30ℓ袋 45ℓ袋

1 人世帯～ 2 人世帯
① 30 枚
② 20 枚
③ 10 枚

３人世帯
① 40 枚
② 30 枚
③ 20 枚

４人世帯～６人世帯
① 60 枚
② 40 枚
③ 30 枚

７人世帯以上
① 80 枚
② 50 枚
③ 10 枚 30 枚

▼無料配布枚数

※無料配布は、各世帯で引換のときに上記の①・②・
③の選択肢の中からどれか１つを選択していただきま
す。

※８月１日以降に転入された方については、月割で
算定した枚数のごみ袋を無料配布させていただきま
す。ただし、今ある世帯に転入する方への無料配布
はございません。

　（例）８人世帯の場合
①を選択したとき→ 20ℓ袋 80 枚を無料配布
②を選択したとき→ 30ℓ袋 50 枚を無料配布
③を選択したとき→ {30ℓ袋 10 枚＋ 45ℓ袋 30 枚｝　
　　　　　　　　　を無料配布

○
購
入
時
の
店
頭
で
の
可
燃
ご
み
袋

　

の
販
売
価
格
は
次
の
と
お
り
で
す

　

毎
年
１
回
各
家
庭
に
岩
出
市
よ
り

各
世
帯
の
人
数
に
応
じ
て
一
定
枚
数

の
ご
み
袋
を
無
料
で
配
布
し
ま
す
。

そ
れ
を
使
い
切
っ
て
い
た
だ
い
た
後

は
、
個
々
に
市
指
定
ご
み
袋
取
扱
店

で
ご
み
袋
を
購
入
し
て
い
た
だ
く
と

い
う
仕
組
み
で
す
。（
収
集
の
際
に
お

金
を
払
っ
て
い
た
だ
く
と
い
う
こ
と

は
あ
り
ま
せ
ん
。）

　

住
民
登
録
の
あ
る
住
所
に
毎
年
１

回
各
家
庭
に
岩
出
市
指
定
ご
み
袋
引

換
券
を
郵
送
し
ま
す
の
で
、
そ
の
引

換
券
を
持
っ
て
市
指
定
ご
み
袋
取
扱

店
で
交
換
し
て
く
だ
さ
い
。

　

平
成
24
年
７
月
か
ら
平
成
25
年
６

月
ま
で
の
１
年
間
の
無
料
交
付
分
の

引
換
券
は
、平
成
24
年
５
月
31
日
（
木
）

に
発
送
し
ま
し
た
。

○
５
月
１
日
か
ら
５
月
31
日
ま
で
の

　

間
に
転
入
届
を
出
さ
れ
た
方

　

６
月
５
日
（
火
）
に
引
換
券
を
郵

　

送
し
ま
し
た
。

○
６
月
１
日
以
降
に
転
入
届
を
出
さ

　

れ
た
方

　

市
役
所
生
活
環
境
課
窓
口
で
ご
み

　

袋
を
配
布
し
て
い
ま
す
。

※
な
お
、
引
換
期
間
は
、
平
成
24
年

６
月
11
日
か
ら
平
成
24
年
11
月
30
日

ま
で
と
な
っ
て
お
り
ま
す
が
、
お
早

め
に
引
き
換
え
て
い
た
だ
き
ま
す
よ

う
お
願
い
し
ま
す
。

　各世帯の人数に応じた無料配布枚数は、次
のようになっています。毎年４月１日を基準
日として各世帯の人数を把握し、袋の枚数を
計算します。

ごみ有料化に伴い新設・変更されたこと

詳しくは、5・６ページへ

●電動式生ごみ処理機・生ごみ処理容器購入補
　助制度を拡充しました。
●ごみの出し方やクリーンセンターへの持込方
　法を変更します。

●集団資源回収する団体に対して、その回収量
　に応じて奨励金を交付する制度を創設しまし
　た。

ご
み
有
料
化
の
仕
組
み

無
料
配
布
方
法

岩
出
市
指
定
ご
み
袋
引
換
券
の
発
送
日

無  料  配  布  枚  数

20
ℓ
袋
（
10
枚
入
り
）  

２
０
０
円

30
ℓ
袋
（
10
枚
入
り
）
３
０
０
円

45
ℓ
袋
（
10
枚
入
り
）
４
５
０
円

▲岩出市指定ごみ袋引換券



2012・7　広報いわで　　4【市民憲章】健やかで生きがいをもつ市民になりましょう 【市民憲章】人を愛し助けあう笑顔のまちをつくりましょう

▼福祉加算の無料配布枚数

対　　象　　者 20ℓ袋 30ℓ袋 45ℓ袋

①乳幼児（満２歳児未満） 30 枚 20 枚 10 枚

②障害者自立支援法に基づく日常
生活用具給付事業で、おむつの給
付を受けている方

60 枚 40 枚 30 枚

③身体障害者手帳（１級または２
級）の交付を受けている方で、お
むつを使用している方

60 枚 40 枚 30 枚

④要介護４または５の認定を受け
ている方で、おむつを使用してい
る方

60 枚 40 枚 30 枚

⑤常時おむつを使用している方
　（上記①～④以外の対象の方）

60 枚 40 枚 30 枚

※８月１日以降は、月割で算定した枚数のごみ袋を配布させてい

　ただきます。ただし、１枚未満の端数は切り捨てとします。

（例）８月１日に生まれた乳幼児分の配布枚数

　　→２０ℓ袋を選択したとき　３０枚÷１２×１１＝２７枚

　　→３０ℓ袋を選択したとき　２０枚÷１２×１１＝１８枚

　　→４５ℓ袋を選択したとき　１０枚÷１２×１１＝　９枚

○
６
月
１
日
以
降
に
出
生
届
を
出
さ
れ
た
方

　

市
役
所
生
活
環
境
課
窓
口
で
ご
み
袋
を

配
布
し
て
ま
す
。

※
８
月
１
日
以
降
は
、
月
割
で
算
定
し
た

枚
数
の
ご
み
袋
を
配
布
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。

■
②
の
該
当
者

　

平
成
24
年
度
分
の
お
む
つ
給
付
申
請
で
、

４
月
１
日
か
ら
４
月
30
日
ま
で
の
間
に
申

請
を
出
さ
れ
た
方
に
は
、
５
月
31
日
（
木
）

に
福
祉
加
算
分
の
引
換
券
を
郵
送
し
ま
し
た
。

○
６
月
１
日
以
降
に
申
請
を
出
さ
れ
た
方

　

市
役
所
生
活
環
境
課
窓
口
で
ご
み
袋
を

配
布
し
て
い
ま
す
。

※
８
月
１
日
以
降
は
、
月
割
で
算
定
し
た

枚
数
の
ご
み
袋
を
配
布
さ
せ
て
い
た
だ
き

■
①
の
該
当
者

　

４
月
１
日
時
点
で
２
歳
未
満
の
乳
幼
児
、

４
月
１
日
か
ら
４
月
30
日
ま
で
の
間
に
出

生
届
を
出
さ
れ
た
方
に
つ
い
て
は
、
５
月

31
日
（
木
）
に
福
祉
加
算
分
の
引
換
券
を

郵
送
し
ま
し
た
。

○
５
月
１
日
か
ら
５
月
31
日
ま
で
の
間
に

　

出
生
届
を
出
さ
れ
た
方

　

６
月
５
日
（
火
）
に
引
換
券
を
郵
送
し

ま
し
た
。

　

福
祉
加
算
は
、
左
表
の
20
ℓ
袋
・

30
ℓ
袋
・
45
ℓ
袋
の
選
択
肢
の
中
か

ら
ど
れ
か
１
種
類
を
選
択
し
て
い
た

だ
き
ま
す
。

　

左
記
の
表
に
記
載
さ
れ
て
い
る
枚

数
は
、
該
当
者
１
人
当
た
り
の
１
年

間
の
配
布
枚
数
で
す
。

　

岩
出
市
で
は
、
ご
み
の
減
量
化
・

資
源
化
の
推
進
を
図
る
た
め
に
ご
み

有
料
化
を
実
施
し
ま
す
が
、
減
量
の

努
力
の
及
ば
な
い
次
の
該
当
者
に
は

各
世
帯
の
人
数
に
応
じ
た
無
料
配
布

枚
数
に
加
算
し
て
ご
み
袋
を
無
料
で

配
布
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

ま
す
。

■
③
・
④
・
⑤
の
該
当
者

　

本
人
ま
た
は
家
族
等
に
よ
り
申
請
を
い

た
だ
い
た
上
、
生
活
環
境
課
窓
口
で
ご
み

袋
を
配
布
し
ま
す
。
申
請
は
、
６
月
１
日

（
金
）
か
ら
随
時
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

《
必
要
書
類
》

③
の
該
当
者
：
直
近
の
お
む
つ
の
領
収
書
、

追
加
で
配
布
を
必
要
と
す
る
方
の
印
鑑
、

身
体
障
害
者
手
帳

④
の
該
当
者
：
直
近
の
お
む
つ
の
領
収
書
、

追
加
で
配
布
を
必
要
と
す
る
方
の
印
鑑
、
要

介
護
認
定
通
知
書
ま
た
は
介
護
保
険
証

⑤
の
該
当
者
：
直
近
の
お
む
つ
の
領
収
書
、

追
加
で
配
布
を
必
要
と
す
る
方
の
印
鑑

清掃ボランティア活動への支援
　岩出市内の清掃をしていただけるボランティア
団体には、事前に市役所にて申請をいただいた上
で、清掃ボランティア用のごみ袋を配布します。た
だし、清掃後に余ったごみ袋は返却していただきま
す。
○対象となる団体
　区・自治会、子ども会、老人会、ＰＴＡ、その他
営利を目的としないボランティア団体等
○受付期間
　平成２４年７月２日（月）から随時申請を受け付
けます。

福
祉
加
算
配
布

▲

毎
月
環
境
パ
ト
ロ
ー
ル
を
行
っ
て
い
る
岩
出
市
生
活
環
境

連
絡
協
議
会
の
み
な
さ
ん



5　　広報いわで　2012・7 【市民憲章】健やかで生きがいをもつ市民になりましょう

ごみ有料化に伴い新設・変更されたこと

○補助対象者
　①市内に住所を有し、かつ、居住している方（法
　　人等事業所は除く）
　②市内に店舗を有する販売店から処理機を購入
　　する方
　③平成 25 年 3 月 31 日までの期間に処理機を
　　購入し、自己の住居に設置できる方
　④周辺の人に迷惑のかからないよう、常に良好
　　な状態で維持管理できる方
　⑤堆肥として利用するなど適切に処理し、生ご
　　みを減量化できる方
　⑥市税の滞納がない方
○受付期間
　平成 25 年３月 31 日までの随時。ただし、補
　助予定台数（60 台）に達した場合は、その時点
　で締め切りさせていただきます。
○申込方法
　申請書は、生活環境課窓口または市ウェブサイ
　トから入手できます。申込方法の詳細について
　は、生活環境課までお問い合わせください。
○補助金額等
　1 世帯当たり１台とし、購入金額の２分の１の
　額を補助。ただし、補助限度額は 30,000 円と
　します。

電動式生ごみ処理機

▼平成 24 年度補助金額等

生ごみ処理容器

■電動式生ごみ処理機・生ごみ処理容器購入補助制度を拡充しました

品名 購入
価格

補助
金額

自己
負担金

生ごみ処理容器（Ａ）

直径 65cm ×

高さ 69.2cm

7,875 円 5,250 円 2,625 円

生ごみ処理容器（Ｂ）

直径 30.5cm ×

高さ 42.5cm
4,169 円 2,779 円 1,390 円

　市では、家庭から排出される生ごみの自家処理を促進し、ごみの減量・資源化を図るため、生ごみ処理機（容器）を購

入する方に、その費用の一部を次のとおり補助しています。平成 24 年度から補助制度を拡充しました。

○補助対象者
　①市内に居住する方（法人等事業所は除く）

　②堆肥化した物については、自己処理できる方

○受付期間
　平成 25 年 3 月 31 日までの随時。ただし、補助予定基

　数（Ａタイプ 30 基、Ｂタイプ 20 基）に達した場合は、

　その時点で締め切らせていただきます。

○申込方法
　購入をご希望の方は、印鑑をご持参の上、生活環境課ま

　でお越しください。なお、電話でのお申し込みはできま

　せんので、ご了承ください。

○交付の対象となる団体
　区・自治会、子ども会、老人会、ＰＴＡ、その他営利を

　目的としないボランティア団体等

○奨励金の額　資源物の回収量１㎏当たり４円です。

○奨励金の交付を受けるには
　事前に団体登録が必要になりますので、市役所にて申請

　書を提出してください。

○登録受付期間
　平成 24 年 5 月 1 日（火）から随時受け付けています。

　平成 24 年度以降、家庭から発生する古紙等を集団資源

回収する団体に対して、その回収量に応じて奨励金を交付

する制度を創設しました。

　集団資源回収とは、新聞、雑誌、段ボール等のリサイク

ル可能な資源物を、自治会や子ども会、ＰＴＡなどが自主

的に回収し、資源回収業者に引き渡す活動です。

○対象品目
　新聞、雑誌、チラシ、段ボール、紙パック、ペットボト

　ル、衣類、アルミ缶、スチール缶、ビン類

　（ただし、岩出市内の家庭から排出されたものに限る）

■集団資源回収について

補助率　１／２から２／３に引き上げ補助率　　　１／２
補助上限額　２万円から３万円に引き上げ
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■ごみの出し方やクリーンセンターへの持込方法を次のとおり変更します

※現在お使いいただいている

可燃ゴミ袋の取扱いについて

可燃ごみ（生ごみ等）
市の有料指定袋（緑色）で持ち込んだ場合は、無料です。
有料指定袋（緑色）以外で持ち込んだ場合は、有料です。従来のとおり計量後、市条例の単
価を乗じて計算した額となります。

不燃物ごみ（カン・ビン等） 有料です。
従来のとおり計量後、市条例の単価を乗じて計算した額となります。雑草・剪定木

資源ごみ
無料です。
有料指定袋（緑色）を使用する必要はありません。

○クリーンセンターへ直接持ち込む場合

○ごみを出す場合
可燃ごみ（生ごみ等） 市の有料指定袋（緑色）で出してください。
不燃物ごみ（カン・ビン等） 従来のとおりコンテナで出してください。
雑草・剪定木 市の有料指定袋（緑色）で出してください。
資源ごみ 従来の資源ごみ袋で出してください。

可燃ごみ（生ごみ等） 市の有料指定袋（緑色）で持ち込んでください。
不燃物ごみ（カン・ビン等） 従来のとおり無料です。

有料指定袋（緑色）を使用する必要はありません。
雑草・剪定木
資源ごみ

可燃ごみ（生ごみ等） 市の有料指定袋（緑色）で出してください。
不燃物ごみ（カン・ビン等） 従来のとおりコンテナで出してください。
雑草・剪定木 市の有料指定袋（緑色）で出してください。
資源ごみ 従来の資源ごみ袋で出してください。

○クリーンセンターへ直接持ち込む場合

家庭系ごみの取扱いについて

○ごみを出す場合

事業系ごみの取扱いについて

　7 月 1 日から可燃ごみ袋と

してお使いいただくことはで

きません。

　ご家庭に残っている袋は、

当面の間、資源ごみ袋として

お使いください。

○岩出クリーンセンターに廃棄物を自己搬入する場合
　「持ち込みごみ申請書」への記入とあわせて、「免許証等の住所確認ができる証明書」により住所の確認を実施させ
ていただいております。

＊一般廃棄物の搬入は、岩出市内のごみに限ります。
＊搬入された一般廃棄物が、事業系の廃棄物か一般家庭からの廃棄物かの判別がむずかしい場合は、住宅地図による排出
　先の確認にご協力ください。
＊家庭用カセットボンベ・スプレー缶等は、ごみ収集車の火災の原因となりますので使い切ってください。
＊岩出クリーンセンターへお越しになる場合は、新風吹トンネルを大阪方面に進行し、出口の信号で右折し、旧道を右折
　してください。（交差点に注意）

　　　　　　　　【ごみの搬入時間は】
　　　　　　　　・月～金／午前 8 時 30 分～正午
　　　　　　　　・土曜日／午前 8 時 30 分～午後 3 時（事業系ごみを除く）

●市内で営業活動を行っている事業者（排出者）は、自己の責任で廃棄物を処理しなければなりません。（廃掃法第３条）
●事業者自らが搬入し処理を依頼する事業系一般廃棄物については、処理手数料が必要です。（有料処理）（廃掃法および市条例）
●事業者が岩出クリーンセンターに廃棄物を搬入処理する場合は、登録が必要です。（登録申請の受付は岩出クリーンセンターで
　随時受付しています。）
●岩出クリーンセンター内の通行は、職員の指示に従ってください。

○問い合わせ先　生活環境課　　　　　　℡ 62-2141（内線 185・186）

岩出クリーンセンター　℡ 62-0814
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【市民憲章】産業を育成し活力あふれるまちづくりに努めましょう

柴本  忠稔 氏（西国分）

民具資料の寄贈　お礼

　去る 5 月 18 日、柴本忠稔氏から、民俗資料館へ民具をご寄贈いただ

きました。貴重な民具をご寄贈いただきました事に対し、感謝申し上げ

ます。

○寄贈資料
・そろばん（１点）　・天秤ばかり（１点）

しばもと ただとし

「第 21 回クリーン缶トリー運動イン岩出」にご協力を！
　今年も、「クリーン缶トリー運動イン岩出」を実施し

ます。

　この運動は、市民が一体となって美化運動に取り組

み、ごみのないまち・きれいなまち・美しいふるさとづ

くりを推進し、環境美化運動への認識を深めるととも

に、愛着のもてるふるさとづくりに貢献することを目的

に実施します。

　市民の皆様方多数のご参加をお願いします。

○実施日時
　７月８日（日）

　午前８時～９時 ( 小雨決行 )

○雨天の場合
　７月 15 日（日）に延期

○集合場所
　①岩出地区の方は、大宮神社駐車場

　②山崎地区の方は、紀の川中島右岸河川敷内

　③根来地区の方は、民俗資料館前駐車場

　④上岩出地区の方は、緑花センター東側駐車場

　⑤船戸・山崎の方は、紀の川船戸左岸河川敷内

○問い合わせ先
　生活環境課　

　℡ 62-2141（内線 185・186）

　昨年度は夏冬ともに節電にご協力いただき、誠にありがとうございます。
　今年も関西電力管内では電力需給状況が厳しくなることが見込まれるため、市民の
皆様には次の節電の取り組み例を参考にしていただき、今年度も節電にご協力をお願
いします。

７月２日（月）～９月７日（金）までの 平日　午前９時～午後８時
※午後１時～４時は電力使用量が増えるので、重点的な節電にご協力ください

節電をお願いする期間・時間帯

家庭における 節電の取り組み例
□ OA 機器は、使わない間はコンセントを抜いておく。

□クールビズを心がけましょう。

□扇風機を併用し、エアコンの設定温度を上げる。

□エアコンのフィルターは、こまめに掃除する。

□冷房は、外出 30 分前に消すなどして使用時間を短くする。

□昼間は照明を控える。

□テレビは、つけっぱなしにしないようにする。

□テレビの照度を暗くする。

□テレビを見ないときは、本体の主電源を切る。

□朝と夕方に打ち水をする。

□窓にすだれやよしずを設置する。

夏の節電にご協力をお願いします！地球温暖化対策

シリーズ 50 回目
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○電話番号
　（ナビダイヤル）

　℡ 0570-066-630

　（ＩＰ電話、ＰＨＳからの通話の

　  場合）

　℡ 03-6301-1337

○受付時間
　午前８時 30 分～午後５時 30 分

○開設期間
　平成 25 年３月 29 日まで（土、日、

祝日、　年末年始は除く）

○対応言語
　日本語、英語、中国語、韓国語、

スペイン語、ポルトガル語の６言語
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青少年

【問い合わせ先】
生涯学習課　　TEL.62-2141（代）
青少年女性係　内線282　　　　

健全育成
コーナー

　岩出市青少年育成市民会議には、事業を企画・運営いただく「本部委員」、

事業に積極的に参加いただくとともに地区住民への周知等をお願いする「地

区委員」および各地区で青少年健全育成活動を行う「地区育成会」で構成さ

れています。任期は本部委員は２年、地区委員は１年で、会長である岩出市

長からの委嘱となります。

　平成 24 年５月９日（水）、岩出市総合保健福祉センターにて平成 24 年度

岩出市青少年育成市民会議総会が開催されました。

　同会議は、益々多様化する青少年を取り巻く課題を的確にとらえ、多くの

市民の理解と協力のもと、「青少年を心身ともにたくましく健やかに育む」

ことを目的として活動しています。

　今年は地区委員さんをはじめとして、各種団体の代表者など約 220 名が

参加し、今年度の活動方針、事業計画、予算などが審議されました。

　また、同会議は、家庭・学校・地域が連携し、きめ細かい活動を展開する

という趣旨のもと、小学校区別に支部を組織し、各支部で代表を決めて支部

単位での活動も実施しています。さらには、地区育成会という地域づくりに

欠かせない自治会や区単位での活動もしています。このような一連の組織が

個々に、またあるときは合同で活動を展開し、「健全育成」や「絆」づくり

を進めるのが岩出市青少年育成市民会議の活動です。より多くの市民の皆様

のご理解ご協力をいただきますようお願いします。

（
平
成
24
年
度
役
員
）

・「親子元気アップ事業」　　　　　　　　　　　・「青少年の非行・被害防止全国強調月間講演会」７月 24 日（火）

・「第７回青少年育成市民大会」９月１日（土）　 ・「校区別懇談会」11 月に市内６箇所で開催予定

・「スポレクフェスタ」11 月 23 日（金）　　　　・「子ども・若者育成支援県民大会」岩出市で 11 月 10 日（土）

・年間通して「あいさつ運動」「見守り活動」それぞれの地区育成会の活動

上記の活動は、市民の方ならどなたでも参加できる活動や事業ですので、お気軽にご参加ください。

平成 24 年度岩出市青少年育成市民会議定期
総会が開催される！

　

▲平成 24 年度岩出市青少年育成市
　民会議定期総会の様子

〇日時　７月２４日（火）

　　　　午後７時３０分～

〇場所　岩出市総合保健福祉センタ

　　　　ー３Ｆ　多目的ホール

〇題目　「若者を育む＂まちの力＂

　　　　～『もう一度ふるさとへ帰

　　　　りたい』～」

〇講師　

　古田　義久  氏

　・京都市教育委員会指導部生徒指

　　導課参与

　・公益財団法人　京都市ユースサ

　　ービス協会「子ども・若者支援

　　室」支援コーディネーター

　・和歌山大学地域連携・生涯学習

　　センター客員教授

主催　岩出市青少年育成市民会議

　　　岩出市教育委員会

　夏場は、長期の休みなどで活動時
間と範囲が広がり、商業施設等に青
少年が多く集まるなど、非行や犯罪
被害の発生が多くなる事が予想され
ます。県民総ぐるみで青少年の非行
防止、併せて交通事故や水の事故等
の防止を図り、夏の子どもたちの健
やかな育ちを願います。
　また「青少年の非行・被害防止全
国強調月間」にちなんで次のとおり
講演会を開催しますので皆様どうぞ
お越しください。

７月１日～８月３１日

夏の子どもを守る運動

岩出市青少年育成市民会議役員決まる！

平成 24 年度の主な事業紹介

会
長　
　

岩
出
市
長　

中
芝
正
幸

副
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長　
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会
総
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教
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育
長　

松
永
宣
詔

委
員
長　

岡
元
清
彦

副
委
員
長　

野
尻
幸
世
、
堀
田
泰
伯

監
事　
　
　

富
永
茂
郎
、
吉
村
雪
子

組
織
拡
充
部
会　

部
会
長　

中
村 

嵩　

副
部
会
長　

山
下
久
美
子

事
業
推
進
部
会　

部
会
長　

中
村
和
史　

副
部
会
長　

西
口
一
男

広
報
啓
発
部
会　

部
会
長　

三
浦
一
起　

副
部
会
長　

宮
本
要
代

岩
出
支
部
代
表　

加
藤
肇

山
崎
支
部
代
表　

室
谷
寿
彦

山
崎
北
支
部
代
表　

松
原
宏
樹

根
来
支
部
代
表　

笠　

宏
達

上
岩
出
支
部
代
表　

溝
川
隆
広

中
央
支
部
代
表　
　

津
田
武
志

本
部
委
員
理
事　

那
須
常
夫

本
部
委
員
理
事　

福
山
晴
美

本
部
委
員
理
事　

田
上
晴
茂

ふ  る  た よしひさ
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税務課
からのお知らせ

【問い合わせ先】
税務課　　　　TEL.62-2141（代）
市民税係　　　内線141~144
固定資産税係　内線145~147
納税係　　　　内線151~153

平成 24 年度固定資産税 2 期分の納

期限は、７月 31 日（火）です。期

日に遅れないようにお納めくださ

い。

固定資産税納期

土地・家屋台帳閲覧を廃止します
　土地・家屋台帳については、これまで法務局からの登記情報等をどな

たでも閲覧できるよう、住民サービスの一環として行ってきました。

　しかし、「個人情報保護法」の施行や「住民基本台帳法」の改正（何

人でも閲覧を請求できる閲覧制度が廃止となり、閲覧に制限が設けられ

ました。）など、個人の守秘意識が高まり、個人情報の取り扱いが、よ

り慎重になってきています。

　このような背景のもと、個人情報の保護及び課税情報の適正な利用の

観点から、土地・家屋台帳の閲覧を平成 24 年 8 月 1 日から廃止とさせ
ていただきます。
　今後は、土地・家屋台帳の原本である登記簿を所管する和歌山地方法

務局岩出出張所にて、登記情報（所有者等）を確認してください。

　趣旨をご理解いただきますようお願いします。

（
納
税
義
務
者
）

給
与
所
得
者

個 人 住 民 税 の 特 別 徴 収 の 方 法 に よ る 納 税 の し く み

（
特
別
徴
収
義
務
者
）

給
与
支
払
者

市　

町　

村（６月から翌年５月
        の給与支払時）

①給与支払報告書の提出

②特別徴収税額の通知

⑤税の納入

（1 月 31 日まで）

（5 月 31 日まで）

（翌月 10 日まで）

③特別徴収税額の通知

④税の徴収

○
特
別
徴
収
と
は
？

従
業
員
（
給
与
所
得
者
）
の
個
人
住
民

税
は
、
事
業
者
（
給
与
支
払
者
）
が
毎

月
徴
収
し
、
市
町
村
に
納
税
し
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん

所
得
税
の
源
泉
徴
収
に
あ
た
る
も
の
が
、
住
民
税
（
市
・

県
民
税
）
で
は
特
別
徴
収
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

　

個
人
住
民
税
の
特
別
徴
収
と
は
、
事
業
者
（
給
与
支
払
者
）

が
、
住
民
税
の
納
税
義
務
者
で
あ
る
従
業
員
（
給
与
所
得
者
）

に
代
わ
っ
て
、
毎
月
に
支
払
う
給
与
か
ら
住
民
税
を
徴
収
（
天

引
き
）
し
、
市
町
村
に
納
入
し
て
い
た
だ
く
制
度
で
す
。

○
ど
の
よ
う
な
場
合
に
事
業
者
は
、
特
別
徴
収
義
務

　

者
に
な
る
の
で
す
か
？

所
得
税
を
源
泉
徴
収
し
て
い
る
場
合
は
、
個
人
住
民
税
に

つ
い
て
も
特
別
徴
収
の
義
務
が
あ
り
ま
す
。

　

地
方
税
法
で
は
、
前
年
中
に
給
与
所
得
が
あ
っ
た
個
人
住
民

税
の
納
税
義
務
者
で
、
そ
の
年
の
４
月
１
日
現
在
に
お
い
て
、

事
業
者
か
ら
給
与
の
支
払
を
受
け
て
い
る
方
に
つ
い
て
は
、
特

別
徴
収
の
方
法
に
よ
り
個
人
住
民
税
を
納
税
し
て
い
た
だ
く
こ

と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

・
従
業
員
ご
と
の
住
民
税
額
は
、
市
町
村
で
計
算
し
、
お
知
ら

　

せ
し
ま
す
の
で
、
年
末
調
整
な
ど
の
手
間
が
か
か
り
ま
せ
ん
。

・
従
業
員
の
方
に
と
っ
て
も
、
納
税
の
た
め
に
金
融
機
関
等
に

　
出
向
く
手
間
を
省
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

○
問
い
合
わ
せ
先

　

市
民
税
係
（
内
線
１
４
１
～
１
４
４
）
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税務課からのお知らせ

　家屋に対する固定資産税は、
毎年１月１日現在の状況に基
づいて課税されます。年の途
中で取り壊し等された家屋に
つきましては、翌年度の課税
内 容 に 影 響 が あ り ま す の で、
必ず手続をお願いします。

家屋を滅失（取り壊し等）されたときは・・・

②登記がない場合①登記がある場合

上記いずれかの手続が必要です。

法務局へ『滅失登記』
※滅失登記が遅れる場合は
　市役所へ『家屋滅失届』

市役所へ
　　『家屋滅失届』

家屋を取り壊したら・・・

　納税は、憲法で定められた国民の義務です。また、市税は
市が提供する福祉や教育をはじめとした様々なサービスの主
な財源となっています。
　市では、市税を納付しようとしない方に対して財産調査（預
貯金調査、生命保険調査、勤務先への給与支給状況の調査な
ど）を積極的に行い、滞納処分（差押え等）を強化しています。
　税金を納期限までに納付しなかった方には、まず、督促状
を発送します。
　この督促状が発送された日から起算して 10 日を経過した
日までにその税金を完納しなかったときには、市は滞納者の
財産（預金、生命保険、給与など）を差し押さえなければな
らないことが法律で定められています。
　滞納処分を受けると、経済的な不利益や社会的信用を失う
ことにもなりかねませんので、皆様、納期限までに納付して
ください。

延滞金

　病気や失業など、やむを得ない理由で一時的に税金を納期内に納めることが困難な方については、納期内
に税務課納税係まで相談してください。生活状況等をお聞きしたうえで、分納相談を行うことができます。
　今後も、市税を納めない方には、毅然とした態度で対応し、滞納処分を執行します。事情により納付が困
難な場合は、そのまま放置せず、まずは連絡してください。

　納期限までに完納されない場合は、納期限の翌日から完納の日までの日数に応じ、税額に年率 14.6％の割
合（納期限後１か月の期間は、地方税法の規定による）を乗じて計算した額の延滞金を納付していただくこ
とになります。

納税相談

○問い合わせ先　　税務課納税係　（内線 151 ～ 153）

滞納は許しません！
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保険年金課
からのお知らせ

【問い合わせ先】
保険年金課　　TEL.62-2141（代）
国保・年金係　  内線191・193
保健医療係　　内線167・183

　

　 　

国
民
年
金
に
は
、
経
済
的
な
理

由
等
で
保
険
料
を
納
付
す
る
こ
と

が
困
難
な
場
合
、
申
請
に
よ
り
保

険
料
を
免
除
で
き
る
制
度
が
あ
り

ま
す
。

　

保
険
料
の
免
除
に
は
、
全
額
免

除
、
一
部
免
除
（
１
／
４
免
除
、

半
額
免
除
、
３
／
４
免
除
）
が
あ

り
、
保
険
料
の
免
除
を
受
け
ず
保

険
料
が
未
納
の
状
態
で
、
万
一
、

障
害
や
死
亡
と
い
っ
た
不
慮
の
事

態
が
発
生
す
る
と
、
障
害
基
礎
年

金
や
遺
族
基
礎
年
金
が
受
け
ら
れ

な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
制
度
を

活
用
し
、
将
来
の
受
給
権
を
確
保

し
ま
し
ょ
う
。

○
免
除
の
条
件

　

本
人
（
被
保
険
者
）・
配
偶
者

世
帯
主
そ
れ
ぞ
れ
の
前
年
中
の
所

得
が
基
準
以
下
で
あ
る
こ
と
。（
失

業
等
の
場
合
は
、
特
例
措
置
が
あ

り
ま
す
。
ま
た
、
30
歳
未
満
の
方

に
は
、
世
帯
主
の
所
得
を
除
い
て

審
査
す
る
若
年
者
納
付
猶
予
制
度

が
あ
り
ま
す
。）

※
一
部
免
除
を
受
け
た
方
は
、
残

り
の
保
険
料
を
納
付
し
な
け
れ
ば

未
納
と
し
て
取
り
扱
わ
れ
ま
す
の

で
、
必
ず
納
付
し
て
く
だ
さ
い
。

○
手
続
に
必
要
な
も
の

　

・
年
金
手
帳
・
印
鑑

　

・
市
外
か
ら
転
入
さ
れ
た
場
合

　
　

は
、
本
人
（
被
保
険
者
）・

　
　

配
偶
者
・
世
帯
主
の
前
年
中

　
　

の
所
得
証
明
書
（
非
課
税
証

　
　

明
書
）

　

・
退
職
（
失
業
）
し
て
い
る
場

　
　

合
は
、
雇
用
保
険
受
給
資
格

　
　

者
証
ま
た
は
、
離
職
票
等
の

　
　

公
的
機
関
の
証
明
書
の
写
し

○
免
除
期
間
中
の
保
険
料
と
年
金

　

額

　

免
除
等
の
承
認
期
間
は
、
定
額

保
険
料
を
納
付
し
た
と
き
と
比
べ

将
来
受
け
取
る
年
金
額
が
減
額
さ

れ
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
10
年
以
内
で
あ
れ

ば
後
か
ら
保
険
料
を
納
付
す
る
こ

と
（
追
納
）
が
で
き
ま
す
。

　

た
だ
し
、
承
認
を
受
け
た
期
間

の
翌
年
度
か
ら
起
算
し
て
３
年
目

以
降
、
当
時
の
保
険
料
に
経
過
期

間
に
応
じ
た
加
算
額
が
上
乗
せ
さ

れ
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

○
問
い
合
わ
せ
先

　

国
保
・
年
金
係
（
内
線
１
９
２
）

国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
が
困
難
な
と
き
は
、

免
除
制
度
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

納  期  限  の  お  知  ら  せ

7 月 31 日（火）です

・平成 24 年度国民健康保険税第 2 期
・平成 24 年度後期高齢者医療保険料第１期

期日に遅れないようにお納めください。

便利で確実な口座振替制度をご利用ください。

の納期限は、

　国民健康保険は、病気やけがなどに備え、みなさんの

健康を守るための相互扶助の制度です。国保税は、この

制度を健全に運営するためのもので、みなさんに公平に

負担をお願いしています。

　そのため、災害その他特別の事情がないにもかかわら

ず、納付されない場合は、次のような措置をとらせてい

ただきます。

○問い合わせ先
　国保・年金係（内線 187・188）

２、預貯金や給与等を差し押さえる場合があり
　　ます。（差し押さえられた預貯金等はお返し
　　することができません。）
　　　納付が困難な場合は、保険年金課国保・年金係ま

　　で納税相談にお越しください。

　12 日（木）・26 日（木）午後８時まで

  ７月の夜間納税相談日

１、保険証に替えて「資格証明書」を交付します。
　「資格証明書」の交付を受けると、

　①保険証を交付された場合と同様に、国保税は課税さ

　　れます。

　②医療費の全額を自費で支払い、後日国保・年金係へ

　　申請をすれば、保険給付分の払い戻しを受けられます。

　　ただし、払い戻し額の全額または一部を差し止める

　　ことがあります。

国保税の納め忘れはありませんか

（災害等により納付が困難なときは、税・延滞金の

減免、一部負担金の免除に該当する場合がありま

す。）
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保険年金課からのお知らせ

　これまで、岩出市国民健康保険への医療費通知は、２ヵ月に１度の送付となっておりましたが、平成 24 年度から、

3 ヵ月に 1 度の送付に変更となりました。次回の通知は、8 月となりますのでご了承ください。

○変更前の送付月：５月、７月、９月、11 月、１月、３月
○変更後の送付月：５月、８月、11 月、２月

医  療  費  通  知  の  送  付  月  が  変  わ  り  ま  す

○個別健診の受診期間は、平成 24 年 11 月 30 日（金）までです。

　おなか周りの内臓に脂肪が蓄積した内臓脂肪型肥満

に加え、高血糖、高血圧、脂質異常のうち、いずれか

２つ以上を併せもった状態をいいます。

○メタボリックシンドロームとは ?

○７月の集団健診（岩出市総合保健福祉センター／あいあいセンター）の受診日

受診に関する
    注意点

・健診は集団か個別のどちらかの受診となります。

・受診の際は、受診券と岩出市国民健康保険被保険者証を窓口に提示してく  
   ださい。

～もう特定健診は受けましたか？～

○問い合わせ先　国保・年金係（内線 164）

平成 24 年度の対象者の方に特定健康診査受診券（ 黄色 ）
を送付しております。

　・お持ちいただくもの
　　集団健診（あいあいセンター ）での受診申し込みをされた方は、お送りした受診券、問診票と保険証をお持ちください。

○特定健診を受診できる方

　運動不足や食べ過ぎ、喫煙といった生活習慣の積み

重ねが引き起こす病気の総称です。

（糖尿病、高血圧・高尿酸血症および脂質異常症など

が含まれます。）

（受診券を失くされた場合は、再発行いたしますので、ご連絡お願いします。）

　岩出市では、40 歳から 74 歳までの岩出市国民健康保険加入者の方を対

象に、糖尿病や高血圧などの生活習慣病の発症と関わりがあるメタボリック

シンドローム（ 内臓脂肪症候群 ）に着目した生活習慣病予防を目的とした

特定健診（ 無料 ）を実施しています。

平成 24 年 4 月 1 日から平成 25 年 3 月 31 日の間で、誕生日を迎える 40 歳から 74 歳までの方

○生活習慣病とは？

受診券と保険者証を医療機関の窓口に提示していただくことにより受診できます。

（受診する際は、必ず事前に受診する医療機関と電話等で日時の調整をしてください。）

対　象　者 問　い　合　わ　せ　先

40 歳から 74 歳の方の特定健診 加入している各医療保険者（ 岩出市国保の場合は市役所保険年金課、他 社保等 ）

※受診券（3 月末送付）と問診票（5 月中旬以降送付）は別々の送付となっています。

　２日（月）、２５日（水）、２６日（木）、２７日（金）、３０日（月）
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保険年金課からのお知らせ

　

　

　

○問い合わせ先

　現在交付しております＜ひとり親家庭医療費受給者
証＞と＜重度心身障害児者医療費受給者証＞の有効期
限が平成 24 年 7 月 31 日まで（一部例外あり）となっ
ています。
　つきましては、平成 24 年 8 月 1 日以降お使いいた

だける受給者証を交付するため、次の日程で更新作業

を行いますので、手続をお願いします。

　つきましては、保護者の平成 23 年中所得が所得制

限内の世帯には、平成 24 年８月１日以降お使いいた

だける受給資格証を 7 月中旬までに送付します。（手

続の必要はありません。）

ひとり親家庭医療費受給者証
重度心身障害児者医療費受給者証
　　　  の更新が必要です

　現在交付しております＜子ども医療費受給資格証＞
の有効期限が平成 24 年 7 月 31 日までとなっています。

○期間　7 月 23 日（月）～ 7 月 27 日（金）
○時間　午前 9 時～午後５時
○場所　岩出市役所　３階　第６会議室
※手続に必要な書類など、更新に関する
詳しい内容は、７月中旬までに郵送でお
知らせします。

○問い合わせ先

子ども医療費受給
資格証の更新月です

　平成 24 年 7 月 31 日の有効期限満了に伴い、保険

証（被保険者証）を更新いたします。新しい保険証は『み

ず色』です。７月中旬頃から順次簡易書留郵便にて郵

送する予定です。

後期高齢者医療制度の保険証の色が
「うすい緑色」から『みず色』に

変わります

○現在お持ちの保険証（うすい緑色）について
　新しい保険証『みず色』がお手元に届き次第、「う
すい緑色」の保険証は、市役所にお越しの際にご
返却いただくか、ご自分で細かく裁断するなどし
て、住所・氏名などが他人に知られないよう十分
ご注意の上、処分してください。

○負担割合が変更している場合があります

○問い合わせ先

　今回お届けする『みず色』の保険証は７月１日
から有効ですので、お手元に届き次第使用できま
す。

　届くまでは現在お持ちの保険証「うすい緑色」をご

使用ください。（「うすい緑色」の保険証は平成 24 年

8 月 1 日以降使用できません。）

　平成 24 年度住民税の課税所得により、一部負担金

の割合が変更になっている場合がありますのでご確認

ください。（住民税の課税所得が 145 万円以上の被保

険者のいる世帯の方は、一部負担金の割合が 3 割と

なります。）

　保健医療係（内線 183）

例えば・・
　今まで 1 割だった方が 3 割負担に変更となる場合
　新しい保険証に「3 割（平成 24 年 7 月 31 日まで

　は 1 割）」と表示されています。

○保護者が平成 24 年 1 月 1 日現在、岩出市の住
　民で無い場合で、岩出市にて所得確認ができな
　い場合
　所得証明書の提出が必要となります。

　提出が必要な方には所得証明書提出の案内を個別に

送付していますので、所得証明書の提出をお願いしま

す。

　所得判定の結果、所得制限を超えた場合は＜不交付

通知＞を送付しますのでご了承いただきますようお願いし

ます。

保健医療係（内線 167・184）

保健医療係（内線 167・184）
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長寿介護課
からのお知らせ

【問い合わせ先】
長寿介護課　　TEL.62-2141（代）
介護保険係　　内線198・189
長寿社会係　　内線327

　

　

　

　介護保険施設に入所、入院または短期入所されている方で次表の

第１段階～第３段階に該当する方は、申請により居住費（滞在費）、

食費の利用者負担額が軽減されます。

　軽減対象者には、介護保険負担限度額認定証を交付します。介護

保険施設を利用する際は、事前に事業者に提示してください。

―社会福祉法人等の介護サービスを利用されている方へ―

期日に遅れないようにお納めください。

便利で確実な口座振替制度をご利用くだ

さい。

7 月 31 日（火）です。

○軽減の割合
　利用者負担、居住費（滞在費）、食費

等の利用者負担額のうち 4 分の 1（老齢

福祉年金受給者は 2 分の 1）。生活保護

受給者は、介護老人福祉施設に入所また

は短期入所したときの個室の居住費（滞

在費）の利用者負担額のみ対象となりま

す。

※申請は随時受付しています。

○問い合わせ先
　介護保険係（内線 198）

○対象となるサービス
　社会福祉法人等が提供する介護保険サービス（軽減実施の申し出をし

ている社会福祉法人が提供するものに限ります）

○対象者
　市町村民税が非課税の世帯であって、次の①～⑤の要件を全て満たす

者のうち、その者の収入や世帯の状況、利用者負担等を総合的に勘案し、

生計が困難な者として岩出市長が認めた者

　①年間収入が単身世帯で 150 万円、世帯員が 1 人増えるごとに 50 万

　　円を加算した額以下であること。

　②預貯金等の額が単身世帯で 350 万円以下、世帯員が 1 人増えるご

　　とに 100 万円を加算した額以下であること。

　③日常生活に供する資産以外に活用できる資産がないこと。

　④負担能力のある親族等に扶養されていないこと。

　⑤介護保険料を滞納していないこと。

利用者
負担段階 要　　件

１日当たりの居住費
１日当たりの食費ユニット型個室 ユニット型準個室

従来型個室 多　床　室

第１段階

・老齢福祉年金受給者で本人
   および世帯全員が住民税非
    課税の方
・生活保護を受給している方

８２０円 ４９０円
（３２０円） ０円 ３００円

第２段階

本人および世帯全員が住民税
非課税であり、前年の合計所
得金額と課税年金収入額の合
計が 80 万円以下の方

８２０円 ４９０円
（４２０円） ３２０円 ３９０円

第３段階
本人および世帯全員が住民税
非課税であり、保険料段階第
２段階以外の方

１，３１０円 １，３１０円
（８２０円） ３２０円 ６５０円

第４段階 世帯内に課税されている方が
いる場合

基　準　費　用　額

１，９７０円 １，６４０円
（１，１５０円） ３２０円 １，３８０円

※（　）内は介護老人福祉施設に入所または短期入所を利用した場合の従来型個室の額。

※有効期間は、認定月の初日から平成 25 年 6 月 30 日までです。引き続き負担の軽減を受けるには更新が必要です。

※申請は随時受付しています。

○問い合わせ先　介護保険係（内線 198）　

平成 24 年度介護保険料普通徴収
第 2 期の納期限

介護保険施設入所者の居住費・食費等が
軽減される制度があります

社会福祉法人等による利用者負担の軽減制度

　社会福祉法人等によるサービスを利用され、次の一定の条件を満たす

方は、申請により利用者負担額が軽減されます。
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生活環境課
からのお知らせ

【問い合わせ先】
生活環境課　　TEL.62-2141（代）
　　　　　　　内線185・186
クリーンセンター
　　　　　　　TEL.62-0814

７月
の不燃物と資源ご
みの回収予定日

回収区域 不燃物（カン・ビン類） 資源ごみ

県道泉佐野岩出線より東側の地域 7月4日・18日
（第１・３水曜日）

毎週金曜日

県道泉佐野岩出線より西側の地域 7月11日・25日
（第２・４水曜日）

毎週木曜日

クリーンセンターからのお知らせ

　ご　み　の　不　法　投　棄　禁　止 !
　ごみを河川、堤防、道路などに捨てた場合には、廃棄物の処理および清掃に関する法律により処罰されます。
　ポイ捨てや不法投棄は、環境汚染を招くなど多くの皆様に多大な迷惑となりますので、こうした社会のルールやマ
ナーに反する行為はやめましょう！
　ごみを出す場合は、きちんと分別し、不適切なごみが混ざっていないか確かめ、市の指定袋に入れ、収集日に決め
られた集積場所に出しましょう。

　資源ごみ分別区分中の「その他のプラスチック」には、ポリバケツやプラスチック製のおもちゃ・衣装ケース等の
プラスチック製品は含まれません。これらのプラスチック製品は、可燃性粗大ごみとして取り扱いますので、資源ご
みとして排出されないようにお願いします。

ご注意

　浄化槽が故障していたり、正しい管理が行われていないと、近所の

方々に迷惑をかけるばかりでなく、河川や生活環境の汚染にもつながり

ます。お宅の浄化槽は大丈夫でしょうか？定期的に保守点検、法定検査、

清掃を行い適正な管理に努めましょう。

○保守点検とは
　浄化槽の管理者は、浄化槽の機能が正しく働き、放流水が基準内で流

されるよう、定期的に保守点検を行うことが法律で義務付けられていま

す。保守点検は、和歌山県知事の登録を受けた専門の登録業者に委託し

ましょう。

○法定検査とは
　浄化槽の管理者は、毎年 1 回（新たに設置、または構造および規模

を変更した浄化槽については、使用開始後 3 ヶ月経過した日から 5 ヶ

月の間に 1 回）水質に関する検査を受けることが法律で義務付けられてい

ます。

　なお、平成 24 年４月から検査手数料の料金が次のように改定されて
います。
● 11 条検査手数料（5 ～ 10 人槽）
　・合併処理浄化槽
　　改定前 6,800 円→改定後 5,800 円
　・単独処理浄化槽
　　改定前 6,000 円→改定後 5,800 円
　また、口座振替にすると 500 円の値引き制度があります。

　検査の申込みついては、和歌山県水質

保全センター（℡ 073-432-6433）にお

申し込みください。

○清掃とは
　浄化槽を一定期間使用していると、汚

泥・スカム（※）がたまり、放っておく

と浄化する能力が低下し、水域が汚濁さ

れて、他人に迷惑をかけますので、清掃

をすることが法律で義務付けられていま

す。浄化槽の清掃は、毎年 1 回しなけ

ればなりませんので、市の許可業者にお

いて実施しましょう。

※スカムとは、浮遊している汚泥のこ

と。

　浄化槽を使用されているご家庭の方へ
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保健推進課
からのお知らせ

【問い合わせ先】
総合保健福祉センター　
保健推進課　　TEL.61-2400

電話のかけ間違いにご注意ください

○原因

食中毒にご用心！
　夏場は高温多湿になるため、食中毒が多発する時期です。
食中毒をよく知り、予防しましょう。

○定員：各回 50 名

　　　　5 回連続で参加されることをおすすめし

　　　　ます。

各回、それぞれのテーマについて、生活や栄養と運動の両面からお話しします。

健康によいことを何か始めたいと思っている方、どうぞお越しください。

　主な症状は、吐き気や嘔吐、腹痛、下痢などの急性胃

腸炎症状や、麻痺などの神経症状としてあらわれます。

○こんな点に気をつけて

○こんなときは必ず手を洗おう

・下準備、調理前、食事前、後片付けの前

・肌や髪を触った後

・トイレに行った後

・肉や魚、卵を扱う前後

　食中毒は、ウイルスや細菌、化学物質に汚染された

食品や飲料水、またはふぐの肝、毒キノコなど、身体

に有害なものを飲食することによって発症します。

開　催　日 時　　間 生活または、栄養のはなし 運　　動
7 月 26 日（木）

午後 1 時 30 分～ 3 時 30 分

旬の野菜とその効果
　ボールを使った運動

　講師：健康運動指導士

　　　　小川　陽二郎  氏

　  8 月   9 日（木） よりよい睡眠をとるために
8 月 30 日（木） 免疫力を高める食事
9 月 13 日（木） 10 歳若返る生活
9 月 27 日（木） 10 歳若返る食事

★受　付：午後 1 時から 1 時 30 分

★場　所：岩出市総合保健福祉センター（3 Ｆ　多目的ホール）

★服　装：運動しやすい服装・靴でお越しください。

★持ち物： 飲み物（お茶やスポーツ飲料など）・筆記用具・ヨ

　　　　　ガマットまたはバスタオル（ストレッチをするとき

　　　　　に使用します）・フェイスタオル

★申込方法：氏名・住所・電話番号を電話でお伝えください。

○申し込み・問い合わせ先
　岩出市総合保健福祉センター　保健推進課　

　岩出市金池 92 番地　℡ 61-2400

　（おかけ間違いのないようにお願いします。）

岩出市民の方ならどなたでも参加していただけます。

○症状

・外出から帰った後

・鼻をかんだ後

・動物に触った後

・オムツを交換した後

・ふきんなどの洗い残し

・野菜の泥や汚れ、カット野菜の消費

   期限

・冷蔵庫内の肉や魚の液もれ

・解凍した冷凍食品を再度冷凍しては

   ダメ

・お弁当の食材は冷ましてから入れる

・きゅうりの塩もみは菌に狙われやす

   い

・肉を焼く箸と食べる箸は別々にする

・こまめに、調理器具を洗浄、殺菌す

   る

○食中毒が疑われたら

○食中毒予防の三原則
　細菌やウイルスが原因の食中毒は、食品内に食中毒菌がいないか、い

ても食中毒を起こす量でなければ、発生しません。つまり、食中毒菌が

すみやすい環境や、増える環境をつくらないことが、予防の基本です。

食中毒菌を「つけない・増やさない・殺す」の三原則で食中毒を予防し

ましょう。

ご案内げんきアップ教室平成 24 年度

　症状があらわれたら、自己判断で下痢止めや嘔吐止めの薬を服用するのは危険です。

　すみやかにかかりつけ医の診断を受けましょう。

参加費無料

お が わ よ う じ ろ う
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保健推進課からのお知らせ

平成24年7月分 平成24年8月分 両月とも
事業名 実施日 内容 実施日 内容 受付時間 場所

乳
幼
児
健
康
診
査

４か月児 23日（月）     平成24年  3月生まれ 27日（月）     平成24年  4月生まれ 13：00～13：15

岩　

出　

市　

総　

合　

保　

健　

福　

祉　

セ　

ン　

タ　

ー

24日（火） 28日（火）

７か月児 17日（火） 平成23年12月生まれ 21日（火） 平成24年  1月生まれ 13：00～13：1518日（水） 22日（水）

１歳8か月児 10日（火） 平成22年11月生まれ   7日（火） 平成22年12月生まれ 13：00～13：1511日（水）   8日（水）

３歳６か月児 13日（金） 平成20年12月生まれ 10日（金） 平成21年  1月生まれ 13：00～13：3020日（金） 24日（金）

乳
幼
児

健
康
相
談

１０か月児 10日（火）     平成23年  8月生まれ   7日（火）     平成23年  9月生まれ 9：00～9：3011日（水）   8日（水）

２歳６か月児 13日（金） 平成21年12月生まれ 10日（金）     平成22年  1月生まれ 9：00～9：3020日（金） 24日（金）

　パパママ教室　
（妊婦教室）

25日（水）・歯の健康について
・妊娠中の食事について 29日（水）

・妊婦体操
・産後のうつ予防
・新生児期の赤ちゃんにつ
  いて

  9:45～10:00

  　(予約制）

栄
養
教
室

離乳食  9日（月） 離乳食について 20日（月） 離乳食について   9:45～10:00      
  　(予約制）

健
康
相
談

一般健康相談
毎週月曜日

（平日のみ）
   健康や育児等について
   の相談

毎週月曜日
（平日のみ）

   健康や育児等について
   の相談

9:30～11:00

成
人
検
診

特定健診
　　　＋　　　
がんセット検診

（胃・肺・大腸・乳）

  2日（月）
25日（水）
26日（木）
27日（金）
30日（月）

 事前に申し込みされた方 8：30～10：00

がんセット検診
（胃・肺・大腸・乳）

    1日（水）
    2日（木）
    3日（金）
    9日（木）
16日（木）
29日（水）

 事前に申し込みされた方 8：30～10：00

14日（土）  オークワミレニアシティ
 岩出店 

  4日（土）  オークワミレニアシティ
 岩出店

20日（金）  エバグリーン岩出中迫店 11日（土）  オークワミレニアシティ
 岩出店

24日（火）

 岩出警察署
 午前（10時～12時30分） 17日（金）  那賀総合庁舎

 岩出市役所
 午後（2時～4時30分）  

10：00～12：00                       
13：00～16：30

・一般献血 （16～
  69歳）
・65歳以上の方は 、
  60～64歳のとき
  に１回でも経験
  のある方

日程・場所はテレビか
らでも確認できます。
○確認方法
テレビ和歌山→
リモコンのdボタンを押
す→「けんけつ＋ちゃん
ねる」→「献血場所を探す」

献　血

診療時間は、午前 10 時～正午までと
　　　　　　午後１時～４時までです。

月 日 曜 歯科医院名 住所（診療所） ＴＥＬ

7
月

1 日 えのき歯科 岩出市西国分529-4 63-3763
8 日 安村歯科医院 紀の川市名手市場161-2 75-2202

15 日 みやもと歯科医院 岩出市川尻229-3 69-3993
16 月 田原歯科 紀の川市貴志川町前田86-7 64-1080
22 日 青木歯科医院 岩出市吉田257-1 61-0889
29 日 森歯科医院 紀の川市粉河11-1 73-2220

休日歯科急患当番表 那賀歯科医師会日曜・祝日の休日歯科診療

※受診の際は、電話等で確認のうえご来
　院ください。
※当番医が急に変更になる場合がありま
　すので、電話が通じないときは消防署
　（℡ 61-1791）にお問い合わせください。

保  健  事  業  予  定  表（平成 24 年 7 月・平成 24 年 8 月）
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保健推進課からのお知らせ

ワクチンの名称 子宮頸がん予防ワクチン

対象者
平成 24 年度対象：平成８年４月２日生～平成 12 年４月１日生の女子
　　　　　　　　  （中学１年生～高校１年生相当年齢の女子の方）
★高校２年生：平成23年度中に接種を受けている方は対象となります。

助成回数
３回（年度内に３回接種を終了するには、接種期間が６ヵ月必要ですの

で早めの接種をお勧めします。）
助成内容 １回接種につき上限 １５, ９３０円

ワクチンの名称 ヒブワクチン 小児用肺炎球菌ワクチン
対象者 生後２か月以上～５歳未満

助成回数

接種開始年齢 回数 接種開始年齢 回数
生後２か月以上～７か月未満 ４回 生後２か月以上～７か月未満 ４回
生後７か月以上～ 12 か月未満 ３回 生後７か月以上～ 12 か月未満 ３回

１歳以上 5 歳未満 １回
１歳以上 2 歳未満 ２回
２歳以上 5 歳未満 １回

助成内容 １回接種につき上限 ７, ９６０円 １回接種につき上限 １０, １４０円

助成期間 平成 24 年４月２日～平成 25 年 3 月 30 日（平成 25 年度以降は未定）

接種方法 個別接種（岩出市および紀の川市内受託医療機関）　　　　　　
一覧については岩出市ウェブサイトをご覧ください。

医療機関への持参品 健康保険証、母子健康手帳（予診票は医療機関にあります）

注意事項
この予防接種は任意です。　　　　　　　　　　　　　　　
接種を希望する方は、予防効果や目的、とても重い副反応の可能性について、理解したうえで
接種しましょう。

○子宮頸がん予防ワクチン接種事業

○ヒブワクチン、小児用肺炎球菌ワクチン接種事業

○子宮頸がん予防ワクチン、ヒブワクチン、小児用肺炎球菌ワクチン共通事項

平成 24 年 4 月 2 日～平成 25 年 3 月 30 日

子宮頸がん予防ワクチン、ヒブワクチン、小児用肺炎球菌ワクチン
の予防接種費用を助成しています

実施期間

※診察を受ける場合
　は事前に電話でご
　確認ください

○那賀休日急患診療所　℡ 77-6410　住所：紀の川市東大井 350

○和歌山県救急医療情報センター
　365 日 24 時間対応。近くの医療機関の案内があります。

休日や夜間に利用できる病院のご案内

○和歌山市夜間休日応急診療センター　℡ 073-425-8181　住所：和歌山市吹上５丁目 2-15（和歌山市中保健所内）

℡ 073-426-1199
http://www.wakayama.qq-net.jp/

夜
間
診
療

診療科目 診療時間

内科 平日 午後８時～翌午前０時
土曜・休日・年末年始 午後７時～翌午前６時

小児科 平日 午後８時～翌午前６時
土曜・休日・年末年始 午後７時～翌午前６時

耳鼻咽喉科
平日 午後８時～翌午前０時

土曜・休日・年末年始
午後７時～翌午前０時
※年末年始のみ午前６時まで

★毎日診療　　★年末年始・・・12/29 ～ 1/3

休
日

診
療

診療科目 診療時間
内科・小児科 午前 10 時～正午・午後１時から午後５時
耳鼻咽喉科 午後１時から午後５時

★日・祝　　★年末年始・・・12/29 ～ 1/3

休
日

診
療

診療科目 診療時間
内科・外科・小児科 午前 9 時～正午・午後１時から午後 4 時 30 分

★日・祝　　★年末年始・・・12/29 ～ 1/3
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岩出市役所…………………62-2141
（岩出市教育委員会）

総合保健福祉センター……61-2400
地域子育て支援センターいわで…62-3362
地域子育て支援センターあいあい…61-2983
クリーンセンター…………62-0814
市民総合体育館……………62-0370
民俗資料館…………………63-1499

岩出図書館…………………62-7222
岩出警察署…………………63-0110
那賀消防組合………………61-0119

主　な　機　関　の　連　絡　先
   

子
育
て

『
保
育
所
に
遊
び
に
来
ま
せ
ん
か
！
』

　

地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
で
は
、
近
所
に
相
談
す
る
人
が
い
な
い
、
ま
た

子
育
て
に
自
信
が
な
い
等
悩
み
を
も
つ
保
護
者
に
対
す
る
支
援
と
し
て
、
就
学

前
の
在
宅
幼
児
を
対
象
に
各
保
育
所
に
お
い
て
、
親
子
の
ふ
れ
あ
い
遊
び
等
を

実
施
し
て
い
ま
す
。

○
日
時
…
毎
年
５
月
か
ら
翌
年
２
月
ま
で
の
月
１
回　

午
前
10
時
～
午
前
11
時
30
分

○
申
込
方
法
…
実
施
日
の
２
週
間
前
か
ら
１
週
間
前
ま
で
の
期
間
と
し
ま
す
。

　
（
申
し
込
み
の
際
、
印
鑑
と
お
や
つ
代
１
０
０
円
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。）

　

な
お
、
保
育
所
の
行
事
な
ど
で
実
施
で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
詳

し
く
は
各
保
育
所
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問い合わせ先

8
月
の
開
放
日

保
育
所
名

電
話
番
号

8
月
6
日（
月
）

山
崎
保
育
所

62
‐
２
８
４
４

8
月
13
日（
月
）

根
来
保
育
所

62
‐
２
７
０
１

8
月
20
日（
月
）

上
岩
出
保
育
所

62
‐
２
８
１
４

8
月
27
日（
月
）

岩
出
保
育
所

62
‐
２
４
０
２

プ　ロ　グ　ラ　ム

・午前 10 時
　受付・自由遊び・片付け

・午前 10 時 10 分～ 10 時 50 分
　点呼・手遊び・テーマ遊び

　（その月によって変わります）

・午前 10 時 50 分～ 11 時 5 分
　休憩・自由遊び・片付け

・午前 11 時 10 分～ 11 時 25 分
　おやつ・絵本・紙芝居を見る

・午前 11 時 30 分　さようなら

　

岩
出
市
に
住
ん
で
い
る
お
母
さ

ん
、
子
育
て
を
一
緒
に
楽
し
み
ま

し
ょ
う
！

《
今
月
の
紹
介
サ
ー
ク
ル
》

■
親
子
リ
ズ
ム　

た
ん
ぽ
ぽ

　

親
子
で
た
く
さ
ん
の
お
友
達
と

走
っ
た
り
、
リ
ズ
ム
体
操
を
し
た

り
、
手
遊
び
、
絵
本
の
読
み
聞
か
せ

な
ど
簡
単
な
工
作
を
し
て
い
ま
す
。

　

○
日
時　

毎
週
月
曜
日

　
　
　

午
前
10
時
～
午
前
11
時
30
分

　

○
場
所　

岩
出
地
区
公
民
館
他

　

○
会
費　

月
１
０
０
円

　

○
対
象　

就
園
児
前
の
親
子

■
双
子
サ
ー
ク
ル
つ
い
ん
く
る

　

双
子
ち
ゃ
ん
の
子
育
て
な
ら
で
は

の
育
児
の
大
切
さ
や
楽
し
さ
、
嬉
し

さ
な
ど
を
、
お
話
し
ま
せ
ん
か
。

　

○
日
時　

第
２
・
４
月
曜
日

　
　
　

午
前
10
時
～
正
午

　

○
場
所　

岩
出
市
総
合
保
健
福
祉

　
　
　

セ
ン
タ
ー
２
階（
プ
レ
イ
ル
ー
ム
）

　

○
対
象　

就
園
児
前
の
双
子
親
子

　
　
　
（
妊
婦
さ
ん
の
参
加
も
Ｏ
Ｋ
）

○
問
い
合
わ
せ
先

　

岩
出
市
地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

　

℡
61
‐
２
９
８
３

　

他
の
子
育
て
サ
ー
ク
ル
に
つ
い
て

は
、
岩
出
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

　

子
育
て
の
悩
み
な
ど
の
相
談
を
受

け
付
け
て
い
ま
す
。

○
相
談
場
所
・
相
談
時
間

・
和
歌
山
県
立
医
科
大
学
小
児
成
育

　

医
療
支
援
室

　
　

平
日
（
月
～
金
）

　
　

午
前
９
時
～
午
後
５
時

　
　
（
祝
日
・
年
末
年
始
は
除
く
）

・
公
立
那
賀
病
院

　
　

毎
週
木
曜
日

　
　

午
後
２
時
～
午
後
４
時

○
相
談
担
当
者

　

小
児
科
医
師
、
臨
床
心
理
士
、
社

会
福
祉
士
、
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー

○
利
用
方
法

　

ま
ず
電
話
で
相
談
し
て
い
た
だ

き
、
相
談
内
容
で
面
談
が
必
要
で
あ

れ
ば
、
予
約
日
を
決
め
て
来
院
し
て

い
た
だ
き
ま
す
。

　
（
相
談
は
無
料
で
す
。）

○
問
い
合
わ
せ
先

　

和
歌
山
県
立
医
科
大
学
小
児
成
育

　

医
療
支
援
室

　

℡
０
７
３
‐
４
４
１
‐
０
８
０
８

子
育
て
サ
ー
ク
ル
紹
介

子
育
て
の
悩
み
相
談
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暮らしの情報    
生
涯
学
習

　

成
人
講
座
を

　
　
　

開
催
し
ま
す

○
歴
史
講
座

　
「
紀
の
川
流
域
の
仏
像
と
歴
史
」

○
講
師

　

和
歌
山
県
立
博
物
館

　

学
芸
員　

大
河
内　

智
之　

氏

○
日
時　

７
月
21
日
（
土
）

　

           

午
後
１
時
30
分
か
ら

○
場
所

　

岩
出
市
総
合
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

　

３
階　

多
目
的
ホ
ー
ル

※
講
座
に
申
し
込
ん
で
い
な
い
方

　

も
参
加
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す

　
（
申
込
み
不
要
）

○
問
い
合
わ
せ
先

　

生
涯
学
習
課
生
涯
学
習
推
進
係

　

℡
62
‐
２
１
４
１
（
内
線
２
８
３
）

○
ふ
れ
あ
い
学
級

　

教
養
講
座

　
「
お
箸
の
歴
史
と
文
化
に
つ
い
て
」

○
講
師

　

元
・
和
歌
山
県
教
育
研
修
セ
ン

　

タ
ー
所
長

　

田
中　

康
義　

氏　

▼
岩
出
学
園

お
お
こ
う
ち　
　
　

と
も
ゆ
き

　

日
時　

７
月
９
日
（
月
）

　
　
　
　

午
後
１
時
30
分
か
ら

　

場
所　

岩
出
地
区
公
民
館

▼
上
岩
出
学
園

　

日
時　

７
月
11
日
（
水
）

　
　
　
　

午
後
１
時
30
分
か
ら

　

場
所　

上
岩
出
地
区
公
民
館

▼
根
来
学
園

　

日
時　

７
月
13
日
（
金
）

　
　
　
　

午
後
１
時
30
分
か
ら

　

場
所　

根
来
地
区
公
民
館

▼
紀
泉
台
学
園

　

日
時　

７
月
18
日
（
水
）

　
　
　
　

午
後
１
時
30
分
か
ら

　

場
所　

紀
泉
台
地
区
公
民
館

▼
山
崎
学
園

　

日
時　

７
月
20
日
（
金
）

　
　
　
　

午
後
１
時
30
分
か
ら

　

場
所　

山
崎
地
区
公
民
館

※
ふ
れ
あ
い
学
級
生
随
時
募
集

○
対
象

　

岩
出
市
に
在
住
す
る
60
歳
以
上
の
方

○
問
い
合
わ
せ
先

　

生
涯
学
習
課
生
涯
学
習
推
進
係

　

℡
62
‐
２
１
４
１
（
内
線
２
８
３
）

た
な
か　
　

   

や
す
よ
し

　

今
月
は
、｢

文
協
俳
句
会｣

の
み

な
さ
ん
に
よ
る
展
示
で
す
。

　

多
く
の
皆
様
の
ご
来
館
を
、
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。

○
ク
ラ
ブ
名　

文
協
俳
句
会

○
期
間　

　

７
月
２
日
（
月
）
～
７
月
30
日
（
月
）

　

午
前
９
時
～
午
後
５
時

　
（
最
終
日
の
み
午
後
４
時
ま
で
の

　

展
示
と
な
り
ま
す
。）

○
場
所　

岩
出
市
民
俗
資
料
館

　
　
　
　

１
階　

企
画
展
示
室

　

※
民
俗
資
料
館
の
入
館
時
間
は
、

　

午
後
４
時
30
分
ま
で
で
す
。

○
休
館
日

　

毎
週
火
曜
日
と
祝
日
の
翌
日
で
す
。

　
（
７
月
の
休
館
日
は
、３
日
、10
日
、

　

 

17
日
、18
日
、24
日
、31
日
で
す
。）

○
問
い
合
わ
せ
先

　

岩
出
市
文
化
協
会
事
務
局
（
生
涯

　

学
習
課
内
）

　

℡
62
‐
２
１
４
１
（
内
線
２
８
５
）

岩
出
市
文
化
協
会

　

に
よ
る
作
品
展
示

   

ス
ポ
ー
ツ

   

岩
出
市
文
化
協
会
で
は
、
日
頃
の

ク
ラ
ブ
活
動
の
成
果
を
発
表
す
る
機

会
と
し
て
、
作
品
展
示
を
定
期
的
に

行
っ
て
い
ま
す
。

民
踊
講
習
会
（

盆
踊
り
）

を
開
催
し
ま
す

○
講
師　

竹
垣
流
舞
踊
家
元

　
　
　
　

竹
垣　

な
す
み
先
生

○
講
習　

２
曲

○
費
用　

無
料

○
問
い
合
わ
せ
先

　

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
協
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　

松
見
ま
で   

　

℡
62
‐
５
２
１
１　

た
け
が
き

ま
つ
み

○
主
催　

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
協
会

○
日
時　

７
月
21
日(

土)

   

午
後
１
時
30
分
～
午
後
３
時
30
分

○
場
所　

市
民
総
合
体
育
館

　
　
　
　

２
階
小
ホ
ー
ル

　

市
民
プ
ー
ル

　
　
　

開
場
し
ま
す

  

ふ
れ
あ
い
学
級
を

　
　
　

開
催
し
ま
す

○
留
意
事
項

　
　

安
全
の
た
め
に
、
小
学
３
年
生

　

以
下
の
児
童
（
乳
幼
児
を
含
む
）

　

に
は
、
必
ず
保
護
者
の
方
が
同
伴

　

し
て
く
だ
さ
い
。

　
　

同
伴
す
る
保
護
者
の
方
は
、
水

　

着
を
着
用
し
、
常
時
監
視
し
て
く

　

だ
さ
い
。

　
　
（
保
護
者
１
人
で
同
伴
で
き
る

　
　

子
供
は
２
人
ま
で
）

○
開
場
時
間
内

　

堀
口
プ
ー
ル　

℡
62
‐
７
５
３
３

　

東
公
園
プ
ー
ル
℡
62
‐
８
９
１
４ 

○
問
い
合
わ
せ
先

　

生
涯
学
習
課
ス
ポ
ー
ツ
健
康
係

　
（
市
民
総
合
体
育
館
内
）

　

℡
62
‐
０
３
７
０

○
開
場
期
間
お
よ
び
時
間

　

７
月
１
日
～
８
月
31
日

　

午
前
10
時
～
午
後
５
時
ま
で

○
入
場
料

　

小
学
１
年
生
以
上
は
、
１
回
の
入

　

場
料
２
０
０
円
（
乳
幼
児
は
無
料
）

　

※
回
数
券
（
６
枚
綴
）
を
千
円
で

　

販
売
い
た
し
ま
す
の
で
、
ご
利
用

　

く
だ
さ
い
。
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講　

座

「
お
父
さ
ん
の
読
み
聞
か
せ
」

　
　

講
座
を
開
催
し
ま
す

　

絵
本
の
読
み
聞
か
せ
の
方
法
や
絵

本
の
選
び
方
の
お
話
で
す
。
講
師
に

よ
る
読
み
聞
か
せ
も
あ
り
ま
す
。

○
「
お
父
さ
ん
の
読
み
聞
か
せ
」

　
「
子
育
て
を
楽
し
も
う
！
パ
パ
が

　

教
え
る
読
み
聞
か
せ
の
コ
ツ
」

○
講
師　

吉
橋　

成
治　

氏

　
　
（
和
歌
山
こ
ど
も
の
と
も
社
）

○
日
時

　

７
月
14
日
（
土
）
午
後
２
時
か
ら

　

開
場　

午
後
１
時
30
分

○
場
所　

岩
出
図
書
館　

大
会
議
室

○
定
員　

１
０
０
名

○
申
込
方
法　

　

①
氏
名
②
住
所
③
電
話
番
号

　

を
次
の
い
ず
れ
か
の
方
法
で
お
知

ら
せ
く
だ
さ
い
。
定
員
に
な
り
次
第

締
め
切
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

○
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

市
長
公
室
（
男
女
共
同
参
画
担
当
）

　

℡
62
‐
２
１
４
１
（
内
線
１
１
８
）

　
　

63
‐
５
２
２
９

　

e

―m
ail   koushitsu@city.iwade.lg.jp

　

岩
出
図
書
館

　

図
書
館
カ
ウ
ン
タ
ー

　

℡
62
‐
７
２
２
２

　
　

62
‐
７
１
５
０

「
フ
ァ
ミ
リ
ー
☆
ク
ッ
キ
ン
グ
家
族

    
い
っ
し
ょ
に
流
し
そ
う
め
ん
」

  
参　

加　

者　

募　

集
！

方
全
員
の
名
前
・
年
齢
③
住
所
④
連

絡
の
と
れ
る
電
話
番
号
を
、
Ｆ
Ａ

Ｘ
、
メ
ー
ル
ま
た
は
ハ
ガ
キ(

当
日

消
印
有
効)

に
よ
り
お
知
ら
せ
く
だ

さ
い
。
後
日
ご
連
絡
し
ま
す
。

○
申
込
締
切　

７
月
17
日
（
火
）

○
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

市
長
公
室
（
男
女
共
同
参
画
担
当
）

　

〒
６
４
９
―
６
２
９
２

　

岩
出
市
西
野
２
０
９
番
地

　

℡
62
‐
２
１
４
１
（
内
線
１
１
８
）

　
　

63
‐
５
２
２
９

　

e

―m
ail  koushitsu@city.iwade.lg.jp

　

家
族
で
協
力
し
て
、
流
し
そ
う
め

ん
を
楽
し
み
ま
せ
ん
か
？

○
日
時　

７
月
29
日(
日)

　
　
　
　

午
前
10
時
～
午
後
１
時

○
場
所　

総
合
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

○
参
加
対
象
者　

　

岩
出
市
内
の
小
学
生
の
お
子
さ
ん

が
い
る
家
族

○
定
員　

15
家
族

　

※
応
募
者
多
数
の
場
合
は
、
抽
選

で
決
定
（
抽
選
日
７
月
20
日
）

○
講
師　

井
爪　

智
香
子　

氏

○
参
加
費　

１
人
１
０
０
円

　
（
小
学
生
未
満
の
お
子
さ
ん
を
除

　

き
ま
す
。）

○
申
込
方
法

　

①
参
加
講
座
名
「
家
族
い
っ
し
ょ

に
流
し
そ
う
め
ん
」
②
参
加
さ
れ
る

　
　

９
月
２
日
・
11
月
４
日

　
　

午
前
９
時
30
分
～
11
時
30
分

　

○
対
象
者　

一
般
の
み

　

○
内
容　

幼
児
の
病
気
や
ケ
ガ
に

　
　
　
　

つ
い
て
応
急
手
当
を
学
び

　
　
　
　

ま
す
。

　
（
応
急
手
当
グ
ッ
ズ
進
呈
）

☆
子
ど
も
防
災
博
士
応
急
手
当
講
座

　

○
日
程　

８
月
19
日

　
　
　
　
　

午
前
９
時
～
11
時
30
分

　

○
対
象
者　

　
　

防
災
博
士
認
定
講
座
修
了
者

　

○
内
容　

応
急
手
当
の
知
識
や
技

　
　
　
　

術
を
わ
か
り
や
す
く
学
び

　
　
　
　

ま
す
。

　
（
修
了
証
・
記
念
品
を
進
呈
）

☆
お
こ
の
み
講
座

　

○
日
程　

毎
月
第
１
第
・
３
日
曜

　
　
　
　

日
の
午
後
～

　

○
内
容　

受
講
者
の
要
望
に
応
じ

　
　
　
　

て
、
各
種
の
防
災
体
験
学

　
　
　
　

習
を
行
い
ま
す
。

○
問
い
合
わ
せ
先

　

那
賀
消
防
本
部
防
災
セ
ン
タ
ー

　

℡
61
‐
７
２
５
９

○
実
施
日

   

毎
月
第
１
・
第
３
日
曜
日

○
場
所

   

那
賀
消
防
本
部
防
災
セ
ン
タ
ー

　
（
岩
出
市
中
迫
１
５
４
）

○
受
講
料　

無
料

☆
普
通
救
命
講
座

　

○
日
程　

７
月
15
日
・
９
月
16
日

　
　
　
　
　

10
月
７
日
・
10
月
21
日

　
　
　
　
　

午
前
９
時
～
正
午

　

○
対
象
者　

中
学
生
以
上

　

○
内
容　

救
命
に
必
要
な
技
術
を

　
　
　
　

マ
ス
タ
ー
し
ま
す
。

　
（
修
了
証
・
応
急
手
当
グ
ッ
ズ
進

　

呈
）

☆
幼
児
の
応
急
手
当
講
座

　

○
日
程　

よ
し
は
し　

     

ま
さ
は
る

FAX

ち　

か　

こ

い 

づ 

め

FAX

  

那
賀
消
防
組
合

 　

日
曜
消
防
講
座

　

紀
の
川
市
役
所
粉
河
分
庁
舎

　
　
　

３
階
「
く
ら
し
の
窓
口
」

FAX
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行
政
サ
ー
ビ
ス
に
関
す
る
苦
情
、

行
政
の
仕
組
み
や
手
続
き
、
行
政
機

関
が
不
明
で
ど
こ
で
何
を
相
談
し
て

よ
い
か
分
か
ら
な
い
等
ど
ん
な
こ
と

で
も
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

総
務
大
臣
か
ら
委
嘱
を
受
け
た
行

　

悪
質
訪
問
販
売
や
架
空
請
求
、
貸
金

業
者
か
ら
の
借
金
問
題
な
ど
の
消
費
者

問
題
に
つ
い
て
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

※
相
談
は
無
料
、
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

★
岩
出
市
開
設
★

○
問
い
合
わ
せ
先

　

市
長
公
室

　

℡
62
‐
２
１
４
１
（
内
線
１
１
４
）

★
紀
の
川
市
開
設
★

○
日
時
・
場
所
（
月
２
回
）

　

７
月
11
日
（
水
）・
25
日
（
水
）

　

午
後
１
時
～
４
時

○
問
い
合
わ
せ
先

　

紀
の
川
市
商
工
観
光
課

　

℡
73
‐
３
３
１
１
（
内
線
１
４
２
）

活
、
子
育
て
等
教
育
全
般
に
関
す
る

相
談
を
次
の
機
関
で
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

岩
出
市
内
の
小
中
学
生
や
そ
の
保

護
者
の
方
々
を
対
象
に
、
学
習
や
生

☆
被
害
者
支
援

　
　
　
　

無
料
相
談
☆

の
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

電
話
・
面
接
に
よ
る
相
談
の
ほ

か
、
警
察
・
検
察
・
裁
判
・
病
院
等

の
関
係
機
関
へ
の
付
き
添
い
や
、
専

門
家
の
情
報
提
供
・
紹
介
も
行
い
ま

す
。

　

電
話
相
談
の
受
付
時
間
が
変
更
に

な
り
ま
し
た
。

　

新
し
い
受
付
時
間
に
つ
い
て
は

　
　

●
月
～
金
曜
日

　
　
　

午
前
10
時
～
午
後
４
時

　
　

●
土
曜
日

　
　
　

午
後
１
時
～
５
時

　
　
（
祝
日
、
年
末
年
始
を
除
く
）

　

で
す
。

　

ま
た
、
毎
月
第
１
・
第
３
土
曜
日

に
は
臨
床
心
理
士
に
よ
る
性
被
害
相

談
も
行
っ
て
い
ま
す
。

　

相
談
無
料
、
秘
密
は
厳
守
し
ま

す
。

　

ま
ず
は
お
電
話
く
だ
さ
い
。

○
問
い
合
わ
せ
先

　

紀
の
国
被
害
者
支
援
セ
ン
タ
ー

　

℡
０
７
３
‐
４
２
７
‐
１
０
０
０

　

犯
罪
や
事
件
・
事
故
の
被
害
に
遭

わ
れ
た
方
や
そ
の
ご
家
族
、
ご
遺
族

○
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー

　

・
山
崎
北
小
学
校

　

・
岩
出
中
学
校

　

・
岩
出
第
二
中
学
校

○
ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー

　

・
岩
出
第
二
中
学
校

○
適
応
指
導
教
室
（
フ
レ
ン
ド
）

○
岩
出
市
青
少
年
セ
ン
タ
ー

　

ご
相
談
の
お
申
込
み
は
、
お
子
様

が
通
学
し
て
い
る
小
中
学
校
か
岩
出

市
教
育
委
員
会
教
育
総
務
課
（
℡
62

‐
２
１
４
１
内
線
２
７
４
）
ま
で
お

願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー

や
ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー

へ
の
相
談
は
、
実
施
校
以
外
の
学
校

か
ら
の
相
談
も
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

○
日
時
・
場
所
（
月
２
回
）

　

７
月
10
日
（
火
）

　
　

午
後
１
時
～
４
時

　
　

中
央
公
民
館
２
階
第
１
会
議
室

　

７
月
24
日
（
火
）

　
　

午
後
１
時
～
４
時

　
　

市
役
所
２
階
第
４
会
議
室

☆
消
費
生
活
相
談
☆

☆
行  

政  

相  

談
☆

　

☆
教  

育  

相  

談
☆

相　

談

○
場
所　

総
合
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

※
相
談
は
無
料
、
秘
密
は
厳
守
し
ま

す
。

○
問
い
合
わ
せ
先

　

福
祉
課
人
権
啓
発
係

　

℡
62
‐
２
１
４
１
（
内
線
３
２
１
）

　

人
権
擁
護
委
員
は
あ
な
た
の
ま
ち

の
相
談
相
手
で
す
。
市
長
が
推
薦

し
、
法
務
大
臣
が
委
嘱
し
た
民
間
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
す
。
岩
出
市
内
に

は
６
人
の
委
員
の
方
が
い
ま
す
。

　

毎
日
の
生
活
を
営
ん
で
い
く
上

で
、
こ
れ
は
人
権
問
題
で
は
な
い
だ

ろ
う
か
と
感
じ
た
と
き
は
、
気
軽
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。
人
権
擁
護
委
員

が
相
談
に
応
じ
ま
す
。

○
日
時　

７
月
10
日
（
火
）

　
　
　
　

午
後
１
時
～
４
時

☆
人
権
相
談
☆

　

～
ひ
と
り
で
悩
ま
ず
、

　
　
　
　

相
談
し
て
く
だ
さ
い
～

　

紀
の
川
市
役
所
粉
河
分
庁
舎

　
　
　

３
階
「
く
ら
し
の
窓
口
」

政
相
談
委
員
が
相
談
に
応
じ
ま
す
。

　

相
談
は
無
料
、
秘
密
は
厳
守
し
ま

す
。（
予
約
不
要
）

○
日
時　

７
月
18
日
（
水
）

　
　
　
　

午
後
１
時
～
３
時

○
場
所

　

山
崎
地
区
公
民
館　

第
１
会
議
室

○
問
い
合
わ
せ
先

　

市
長
公
室
市
民
ふ
れ
あ
い
係

　

℡
62
‐
２
１
４
１
（
内
線
１
１
９
）
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防
衛
省
か
ら
の

　
　
　
　

お
知
ら
せ 

　

自
衛
隊
和
歌
山
地
方
協
力
本
部
で

は
、
岩
出
市
長
と
の
連
名
に
よ
り
次

の
方
に
募
集
相
談
員
を
委
嘱
し
て
い

ま
す
。
募
集
相
談
員
の
方
に
は
、
自

衛
官
募
集
に
係
わ
る
様
々
な
ご
協
力

を
頂
い
て
い
ま
す
。

　
（
新
田
広
芝
）　

小
西　

正
行
さ
ん

　
（　
　

森　

）　

大
又　

豊
春
さ
ん

○
問
い
合
わ
せ
先

　

平
日　

午
前
９
時
～
午
後
６
時

　

和
歌
山
募
集
案
内
所

　
（
和
歌
山
市
美
園
町
５
‐
１
‐
２　

　

  
新
橘
ビ
ル
２
階
）

　

℡
０
７
３
‐
４
３
２
‐
４
４
７
９

平
成
24
年
度
自
衛
官
等
募
集
説
明
会

　

案
内

　
　

防
衛
省
・
自
衛
隊
で
は
、
自
衛

　

官
等
募
集
説
明
会
を
行
い
ま
す
。

○
自
衛
官
候
補
生

　

平
成
25
年
３
・
４
月
採
用
予
定

○
受
験
資
格

　

18
歳
以
上
（
高
卒
見
込
み
含
む
）

　

27
歳
未
満
の
者

○
受
付
期
間

　
（
男
子
）
７
月
１
日
～
９
月
28
日

　
（
女
子
）
８
月
１
日
～
９
月
７
日

○
そ
の
他
の
募
集
種
目

　

一
般
曹
候
補
生
、
航
空
学
生
、
看

護
学
生
、
防
衛
大
学
校
学
生
、
防
衛

医
科
大
学
校
学
生

○
募
集
説
明
会

　

日
時　

７
月
15
日
（
日
）

　
　
　
　

正
午
～
午
後
３
時
の
間　

　
　

予
約
不
要
（
随
時
説
明
さ
せ
て

　
　

い
た
だ
き
ま
す
。）

　
　

保
護
者
の
方
も
お
気
軽
に
お
越

　
　

し
下
さ
い
。

　

場
所　

岩
出
市
総
合
保
健
福
祉
セ

　
　
　
　

ン
タ
ー

　
　
　
　

３
階　

Ａ
会
議
室

自
衛
官
募
集
相
談
員
の
紹
介

お
知
ら
せ

上
下
水
道
料
金
の

　

納
め
忘
れ
は

　
　

あ
り
ま
せ
ん
か

留
意
願
い
ま
す
。

○
納
入
相
談
・
問
い
合
わ
せ
先

　

上
下
水
道
業
務
課
上
水
道
係

　

℡
62
‐
２
１
４
１

　
　
（
内
線
２
６
１
・
２
６
８
）

 　

上
下
水
道
事
業
は
、
お
客
さ
ま

か
ら
い
た
だ
く
料
金
で
運
営
さ
れ
て

お
り
、
公
平
性
を
確
保
す
る
点
か

ら
、
料
金
を
お
支
払
い
い
た
だ
け
な

い
お
客
さ
ま
に
対
し
て
は
、
給
水
を

停
止
す
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

　

現
在
、
上
下
水
道
料
金
が
未
納
と

な
っ
て
い
る
方
は
、
至
急
ご
入
金
い

た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　

ま
た
、
給
水
停
止
に
至
ら
な
い
場

合
で
も
、
裁
判
所
を
通
じ
て
支
払
督

促
を
行
う
場
合
も
あ
り
ま
す
の
で
ご

 

サ
マ
ー
ジ
ャ
ン
ボ
宝
く
じ
・

　

２
０
０
０
万
サ
マ
ー
発
売

今
年
の
夏
は
、
１
等
賞
金
が
４
億
円

と
昨
年
の
２
倍

　

１
等　
　

４
億
円
×
26
本

２
０
０
０
万
サ
マ
ー
も
同
時
発
売

　

１
等　

２
０
０
０
万
円
×
４
５
０
本

○
発
売
期
間

　

７
月
９
日
（
月
）
～
７
月
27
日
（
金
）

○
抽
選
日　
　
　

８
月
７
日
（
火
）

○
支
払
開
始
日　

８
月
13
日
（
月
）

　

こ
の
宝
く
じ
の
収
益
金
は
市
町
村

の
明
る
く
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
に

使
わ
れ
ま
す
。
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℡
０
３
‐
３
５
３
５
‐
９
０
８
５

耐　震　診　断
を 受 け ま せ ん か？

無料で

※設計・改修に対しての補助金制度もあります。

・昭和５６年５月３１日以前に建築された木造住宅限定（プ
  レハブ住宅は除く）

・専用住宅、兼用住宅（1/2 以上が住宅）２階建以下、延べ
  床面積２００㎡以下

問い合わせ先
都市計画課開発指導係

℡ 62-2141（内線 223 ～ 225）

募　

集
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（主催：吉野川・紀の川流域協議会）

                                  ～親子で「木工クラフト」と「思い出」を作りませんか！～
○日時　　  ８月１９日（日）午前１０時集合（午後３時解散予定）

○集合場所　和歌山県植物公園緑花センター（岩出市東坂本６７２）

                                              「安　全　運　転　管　理　者」  を　選　任　し　て　い　ま　す　か！
　運転者が業務上で事故を起こした場合は、運転者だけでなく、勤務する事業所も責任を問われる事があります。

　安全運転管理者は、使用者に代わって安全運転管理業務を遂行します。安全な運転を確保するために、運転者に対

する注意喚起や車両の管理等必要な指示や措置を講じます。

　自動車の使用者は、使用している自動車の台数に応じて安全運転管理者を選任する義務があります。

　安全運転管理者、副安全運転管理者は一定の要件を備えた方の

中から選ばなければなりません。選任義務違反は、５万円以下の

罰金（道路交通法第 74 条の３第１項）となっています。

　運転代行業者には、別に選任基準が設けられています。

※届け出の方法等、詳しくは岩出警察署交通課までお問い合わせ

ください。

岩　出　警　察　署　か　ら　の　お　知　ら　せ

[ 選任を必要とする自動車の台数 ]　　

　一般事業所　自動車の使用の本拠ごとに選任

・乗車定員 11 人以上の自動車　  　　１台以上

・その他の自動車　　　　　　　 　　５台以上

・自動二輪車（原機付自転車を除く）　   

　　　　　　１台を自動車 0.5 台分として計算

・自動車 20 台ごとに副安全運転管理者を選任 ○問い合わせ先　岩出警察署　℡６３ ‐ ０１１０（代）

○参加料　　無料（昼食は各自持参）

○対象　　　小学校高学年（４年生～６年生）とその保護者

○定員　　　協議会１２市町村全体で２５組（応募者多数の場合は、

　　　　　　協議会事務局で抽選となります。）

○申込方法　７月２０日（金）までに電話・ＦＡＸ・メールで（「わく

　　　　　　わく自然体験」・氏名・住所・電話番号・年齢を記入また

　　　　　　は伝えて）お申し込みください。

○問い合わせ・申し込み先
　市長公室企画調整係

　℡ :62-2141（内線 113）　FAX:63-5229

　E-mail :  koushitsu@city.iwade.lg.jp

○内容　　　・夏休み木工クラフト体験（午前）　・園内ミニツアー（午後）

　　　　　　　※雨天の場合でもイベントを催行しますので、傘などの雨具をご持参ください。

速報！
オープンキャンパス
日時：平成 24年 7月 22 日 ( 日 )
　　　　　10:00 ～ 16:00 ( 予定 )
場所：和歌山大学 栄谷キャンパス
アクセス：南海本線「和歌山大学前駅」から
　　　　　バス 4分、または徒歩約 20 分
　　　　　本学最寄りの新しい駅が開業しました

詳細が決まり次第、大学ホームページでお知らせします！

お問い合わせ先：和歌山大学 入試課 TEL 073-457-7116

　　　夏休み親子　　　　     　 自然体験ツアー参加者募集！！わく わく

▲木工クラフト作品（一例）
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【７月の休園日】３日（火）、１０日（火）、１７日（火）、２４日（火）、３１日（火）

和歌山県植物公園緑花センターからのお知らせ
【問い合わせ先】和歌山県植物公園緑花センター
〔住　　所〕649-6211　和歌山県岩出市東坂本672
〔電　　話〕62-4029　〔Ｆ Ａ Ｘ〕63-2570
〔ＨＰ〕http://www.w-botanicalgarden.jp　　〔E-mail〕center@w-botanicalgarden.jp

【ワクワク教室】 参加者募集！！  現在参加申込みを、 電話で受付中！

７月 1 日（日）　　　　　　　　　　　　／　アジサイの剪定と殖やし方教室

【展示会】 午前９時～午後５時まで （最終日は午後４時３０分まで） 即売もあります。

７月８日（日）　　　　　　　　　　　　／　プリザーブドフラワー・アレンジ教室　※材料費必要（２，０００円）
７月 22 日（日）（雨天時は 29 日（日））／　木登り教室（ツリークライミング）　　※参加費必要（５００円）
７月 29 日（日）　　　　　　　　　　　／　親子体験・山の幸染め教室　　　　　   ※材料費必要（７５０円～）

７月７日（土）、８日（日）／古典植物展
７月２１日（土）、２２日（日）／寒らん・春らん新芽と柄物展

　緑花センターのハス池は３，０００㎡の広さで池には木橋
が架かり、中央には浮見堂があるので、間近でハスの花を観
賞できます。日の出と共に花開くハスをより多くの皆様に楽
しんでいただくため、早朝開園を行います。
　夏の青空の下、優雅に咲き誇る白や薄紅色のハスの花と、
大きく広がった緑の葉の鮮やかなコントラストを是非ご覧く
ださい。
　皆様のご来園をお待ちしております。

【ハス観賞特別早朝開園】

【第 16 回ハスの花の写真コンテスト】

　

早  朝
開 園 日

早  朝
開  園
時  間

　午前 6 時３０分から開園

　７月中旬の土・日曜日及び祝日を予定。ハスの
咲き具合で、早朝開園実施期間が前後します。
　７月に入りましたらＨＰをご覧いただくか、お
電話にてお問い合わせください。

作  品  の  テ  ー  マ 平成 24 年に撮影した緑花センター内にあるハス

応   募   締   切   日 平成 24 年 8 月 24 日（金）必着（直接持参または郵送）

作品の規格・条件
単写真で A4 サイズ。
カラープリントもしくはプリンター印刷（写真専用紙に限る）で加工・修正などの編集をして
いない未発表の作品

応　 募　 概　 要 「題名・撮影日時・氏名・住所・電話番号・年齢・作品返却の要不要」を記入した紙片を裏面に
貼付してください。

展　　示 入賞作品および応募者 1 名につき１点の作品を緑花センター展示室にて展示します。展示期間
は平成 24 年 9 月 1 日（土）～ 9 月 9 日（日）。

細　　則
入賞・佳作以上の作品の版権・その他の権利は主催者に帰属します。応募作品を郵送で返却希
望者は返送用封筒に受取者の氏名・住所を記入し、切手を貼って同封してください。直接返却
希望者は展示終了後１ヵ月以内に本館事務所までお越しください。

審　査  ・  発　表 締切後に主催者が委嘱する審査委員により行い、入賞者には直接電話にてご連絡差し上げます。

賞 金賞（1 点）、銀賞（2 点）、銅賞（3 点）、佳作（若干数）、レディース賞・マクロ賞・特別賞（各
1 点）、他

▲ハスの花
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米や
地域の食材
を使った

料理

岩出市生活研究グループ協議会

【料理名】　　☆　きゅうりの中華漬け　☆　　

【材料】（４人分）

・きゅうり　・・・・・・・・・・　５本

・玉ねぎ　・・・・・・・・・・・・　中１個

・にんじん　・・・・・・・・・・　５０g

・土しょうが　・・・・・・・・　１かけ

・赤唐辛子　・・・・・・・・・・　１本

・塩　・・・・・・・・・・・・・・・・　大さじ１／２

・漬け汁

　　酢　・・・・・・・・・・・・・　大さじ４

　　さとう　・・・・・・・・・　大さじ２強

　　しょう油　・・・・・・・　大さじ１

　　ごま油　・・・・・・・・・　大さじ１弱

　

①きゅうりは、両面に斜めの切り目を入
　れて、じゃばら切りにし、塩をこすりつ
　けてしばらく置き、しんなりしてきた
　ら、水気をしぼって４cmの長さに切る。

【作り方】

２
０
１
２
年
度
全
関
西
春
季

ア
ー
チ
ェ
リ
ー
競
技
大
会

  

那
賀
地
方
五･

六
年
生

　
　
　
　

体
重
別
柔
道
大
会

第
７
回
那
賀
地
方

 

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
総
合
競
技
大
会

第
22
回
岩
出
市
民
テ
ニ
ス
大
会

　
　
　

岩
出
市
テ
ニ
ス
協
会
主
催

②玉ねぎとにんじんは、薄いせん切りに
　して、塩を少量ふって軽くもみ、水気を
　しぼる。

③赤唐辛子は、種をとってせん切りにし、
　しょうがも細いせん切りにする。

④漬け汁の調味料を合わせて、③を加え
　漬け汁を作る。

⑤ふた付きの容器に①のきゅうりを並べ、
　②を重ねて、上から④をまわしかけ、冷蔵
　庫に入れ１時間くらい漬け込み味をし
　みこませる。
　※冷蔵庫で１週間くらい保存できる。
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施設名 住所 電話番号
岩出地区公民館 清水 386-12 63-3707
駅前ライブラリー 高塚 63-5 61-1758
岩出地区コミュニティーセンター 高塚 11 63-2248
岩出保育所 清水 196-1 62-2402
岩出小学校 清水 30 62-2528
いわで御殿 清水 5-1 61-1122
岩出第二保育所 岡田 550 63-0269
岡田児童館 岡田 643-4 62-7693
岡田集会所 岡田 463 63-1283
那賀高等学校 高塚 115 62-2117
岩出市役所 西野 209 62-2141
岩出市立体育館 西野 264 62-2141
岩出市中央公民館 西野 264 62-2141
岩出中学校 西野 65 62-3223
船山地区公民館 山崎 122 62-9774
山崎地区公民館 中黒 52-2 63-3661
山崎小学校 中黒 100 62-2879
山崎保育所 湯窪 59 62-2844
サンホール 山 719 61-4495
山崎北保育園 金池 354 62-0732
山崎北小学校 西安上 70 62-0376
紀泉台地区公民館 紀泉台 428 62-8913
おのみなと紀泉台幼稚園 相谷 408-1 62-9955
境谷集会所 境谷

避難場所一覧
施設名 住所 電話番号

岩出市総合保健福祉センター
（あいあいセンター） 金池 92 61-2400

和歌山中央幼稚園 波分 32 62-5361
曽屋教育集会所 曽屋 456-5 63-3686
根来地区公民館 根来 535-2 62-8206
根来小学校 根来 479 62-2651
根来保育所 根来 1281 62-2701
根来地区水田利用再編対策研
修指導施設 根来 1268 62-5058

根来北集会所 根来 1162 63-1379
老人いこいの家（根来山荘） 根来 2277 内 63-3665
岩出市民俗資料館 根来 2306-1 63-1499
押川集会所 押川
しらゆり保育園 今中 98 62-8678
中央小学校 川尻 202 62-0500
岩出第二中学校 野上野 155 62-8851
上岩出地区公民館 水栖 199-3 62-8205
上岩出小学校 水栖 514 62-4490
上岩出保育所 南大池 72 62-2814
上岩出地区コミュニティーセンター 北大池 84-2 61-4431
さくら保育園 新田広芝 182 62-6200
大池児童館 水栖 5-1 62-7095
市民総合体育館 荊本 63-2 62-0370
桜台地区公民館 桜台 494 63-1151
岩出図書館 根来 1472-1 62-7222
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避難する前に、も

う一度火元の点検

をする。

○非常持ち出し品はリュックサックに入れて背
　負う（両手が使えるようにする）。　

○ヘルメットや防災ずきんをかぶる（頭を落下
　物などから保護する）。

○靴は底の厚い丈夫なものをはく（ガラス片な
　どによる足のケガを防ぐ）。

○軍手（手袋）を着用する（ガラスの破片な
　どによる手のケガを防ぐ）。

○服は長袖、長ズボンを着用する（材質は燃
　えにくい木綿製のものを）。

のコツ
か条

安全避難

８

避難するときは安全な服装で

① 塀 ぎ わ、 狭 い 道、

がけや川のそばは

できるだけさける。

お年寄りや子どもは

手をしっかり握る。

歩いて避難する。

車はダメ。

できるだけ指定さ

れた避難場所に避

難する。

安全な服を着る。

頭や手足の保護も

忘れずに。

荷物は必要最小限

にとどめる。

避難先や安否情報

を書いた連絡メモ

を残す。

⑧

⑦

⑥

⑤②

③

④
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★
「
死
」
と
向
き
合
う

　

大
切
な
人
と
の
死
別
、
そ
の

悲
し
み
の
深
さ
は
、
そ
の
人
で

な
い
と
わ
か
ら
な
い
も
の
で

す
。
そ
し
て
ど
う
や
っ
て
向
き

合
え
ば
い
い
の
か
。
こ
れ
は
、

大
人
で
あ
っ
て
も
、
子
ど
も
で

あ
っ
て
も
わ
か
ら
な
い
も
の
で

す
。

　

し
か
し
、
そ
れ
は
突
然
誰
に

で
も
や
っ
て
く
る
こ
と
で
す
。

絵
本
で
す
べ
て
を
癒
す
こ
と
は

で
き
な
く
て
も
、
絵
本
に
よ
っ

て
気
が
つ
か
さ
れ
る
こ
と
が
た

く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

　
「
死
」
と
い
う
こ
と
を
考
え

る
と
同
時
に
、「
生
き
る
」
と

い
う
こ
と
を
考
え
る
こ
と
は
、

と
て
も
大
切
な
こ
と
で
す
。

★
「
い
の
ち
」
の
大
切
さ
を
考

　

    

え
る

　
「
命
」
と
は
、
国
語
辞
典
に

よ
る
と
、「
生
命
」。「
生
命
」

と
は
、「
生
物
が
生
物
と
し
て

存
在
で
き
る
、
本
源
の
ち
か

ら
。」「
も
っ
と
も
大
切
な
と
こ

人 

権 

の
視
点
か
ら

ろ
、
ま
た
、
そ
の
も
の
。」
と

あ
り
ま
す
。

　

命
、
生
命
に
つ
い
て
、
は
っ

き
り
と
認
識
し
、感
じ
る
等「
命

を
意
識
す
る
こ
と
」「
命
を
大

切
に
し
よ
う
と
す
る
心
情
を
育

む
こ
と
」
が
第
一
歩
で
す
。

★
家
族
の
絆
を
感
じ
る

　

人
は
、
人
と
人
と
の
つ
な
が

り
の
大
切
さ
や
、
相
手
を
思
う

や
さ
し
い
気
持
ち
、
愛
情
や
ぬ

く
も
り
を
感
じ
る
こ
と
で
、
豊

か
な
心
が
育
ま
れ
て
い
き
ま

す
。
ま
さ
に
、「
家
族
の
絆
を

感
じ
る
」
こ
と
に
も
通
じ
ま

す
。

　

絵
本
は
、
子
ど
も
達
へ
の
生

き
る
指
針
と
な
る
だ
け
で
な

く
、
大
人
た
ち
が
生
き
る
価
値

を
見
出
す
糧
と
も
な
り
得
ま

す
。

　

今
回
は
、
同
一
作
家
に
よ
る

生
と
死
を
テ
ー
マ
に
し
た
絵
本

を
紹
介
し
て
い
ま
す
。
あ
な
た

も
こ
の
機
会
に
一
度
読
ん
で
み

ま
せ
ん
か
。

★
今
月
の
お
す
す
め
絵
本

「
生
命
を
育
む
」

☆
お
じ
い
ち
ゃ
ん
の
ご
く
ら
く
ご
く　

　　

ら
く

　

西
本 

鶏
介
作
，
長
谷
川 

義
史
絵

　

出
版
：
鈴
木
出
版

【
内
容
】

　

お
じ
い
ち
ゃ
ん
と
孫
の
絆
を
描
き

出
し
た
お
話
で
す
。
こ
の
絵
本
の

キ
ー
ワ
ー
ド
は
「
ご
く
ら
く
（
極

楽
）」。
お
じ
い
ち
ゃ
ん
と
の
楽
し
い

時
間
、
や
が
て
訪
れ
る
死
。
二
つ
の

ま
っ
た
く
異
な
る
場
面
を
、
こ
の

キ
ー
ワ
ー
ド
が
結
び
つ
け
ま
す
。
登

場
人
物
の
心
情
が
切
々
と
伝
わ
っ
て

く
る
文
章
、
表
情
豊
か
な
絵
。
心
揺

さ
ぶ
る
一
冊
で
す
。

☆
お
へ
そ
の
あ
な

　

長
谷
川 
義
史
作

　

出
版
：
Ｂ
Ｌ
出
版

【
内
容
】

　

赤
ち
ゃ
ん
は
、
お
母
さ
ん
の
お
な

か
の
な
か
。
お
へ
そ
の
穴
か
ら
見
え

る
の
は
、
お
兄
ち
ゃ
ん
、
お
姉
ち
ゃ

ん
、
お
父
さ
ん
。
み
ん
な
、
赤
ち
ゃ

ん
が
生
ま
れ
て
く
る
の
を
待
っ
て
い

ま
す
！　

命
の
誕
生
を
楽
し
く
描
い

た
絵
本
で
す
。

※
い
ず
れ
も
岩
出
図
書
館
に
所
蔵
し

　

て
い
ま
す
。

テ
ー
マ

4/12

回

　
「
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
」
は
、

す
べ
て
の
国
民
が
、
犯
罪
や
非
行
の

防
止
と
罪
を
犯
し
た
人
た
ち
の
更
生

に
つ
い
て
理
解
を
深
め
、
そ
れ
ぞ
れ

の
立
場
に
お
い
て
力
を
合
わ
せ
、
犯

罪
や
非
行
の
な
い
明
る
い
社
会
を
築

こ
う
と
す
る
全
国
的
な
運
動
で
す
。

○
重
点
事
項

　
「
立
ち
直
り
を
支
え
る
取
組
に
つ

　

  

い
て
の
理
解
促
進
」

　
「
就
労
・
住
居
等
の
生
活
基
盤
づ

　

  

く
り
に
つ
な
が
る
取
組
の
推
進
」

　

岩
出
市
で
は
、
保
護
司
と
更
生
保

護
女
性
会
が
青
少
年
育
成
市
民
会
議

と
連
携
し
て
、
次
の
活
動
を
し
て
い

ま
す
。

①
子
ど
も
達
の
非
行
防
止
と
安
全

　

を
守
る
た
め
の
パ
ト
ロ
ー
ル
活
動

②
中
学
校
で
の
あ
い
さ
つ
運
動

③
街
頭
啓
発
活
動

④
小
・
中
学
校
と
の
連
携
を
深
め
る

　

活
動

　

近
年
、
都
市
化
、
核
家
族
化
が
進

み
、
住
民
同
士
の
ふ
れ
あ
い
や
世
代

間
の
対
話
が
少
な
く
な
っ
て
き
て
い

る
こ
と
で
地
域
社
会
の
犯
罪
抑
止
力

や
家
庭
の
教
育
力
の
低
下
が
指
摘
さ

れ
る
な
か
、
運
動
を
推
進
し
て
い
く

た
め
に
は
、「
対
話
と
協
調
」
を
基

本
と
し
た
「
ふ
れ
あ
い
の
ま
ち
」
づ

く
り
が
大
切
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま

す
。

　

今
後
と
も
、
市
民
の
皆
様
方
の
温

か
い
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

岩
出
市
保
護
司
会

岩
出
市
更
生
保
護
女
性
会

７
月
は

    「
第
62
回
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

強
調
月
間
で
す
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ば
い
い
か
迷
う
時
が
あ
り
ま
す
。
耳

が
き
こ
え
る
な
ら
、
ど
ち
ら
か
が
声

を
出
し
て
「
私
が
や
る
か
ら
左
い
っ

て
。」
と
か
い
え
る
の
で
す
が
、
そ

の
子
の
場
合
、
私
が
「
右
に
い
っ

て
」
と
か
い
っ
て
も
き
こ
え
て
い
ま

せ
ん
。
し
か
し
、
最
近
知
っ
た
の
で

す
が
、
そ
の
子
は
ほ
ち
ょ
う
器
を
耳

に
付
け
て
い
ま
し
た
。
こ
れ
を
付
け

る
と
ほ
ん
の
少
し
だ
け
き
け
る
よ
う

で
す
。

　

も
う
一
つ
い
や
な
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
そ
の
子
に
ふ
ざ
け
て
た
た
く
と

十
二
倍
く
ら
い
で
返
っ
て
き
ま
す
。

そ
れ
を
父
に
い
う
と
「
そ
う
い
う
子

は
不
安
な
ん
だ
よ
。
い
や
か
も
し
れ

な
い
け
ど
、
笑
顔
で
返
し
て
あ
げ
た

ら
。」
と
父
が
い
い
ま
し
た
。
し
か

し
、
私
は
、
そ
の
行
動
が
い
や
で
た

ま
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
や
め
て
と
い

い
た
い
の
で
す
が
、
ふ
つ
う
の
速
さ

で
は
そ
の
子
は
き
き
と
れ
な
い
の
で

す
。
だ
か
ら
、
ゆ
っ
く
り
い
う
か
、

　

私
は
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
を
習
っ
て
い

ま
す
。
そ
し
て
最
近
、
私
は
ダ
ブ
ル

ス
の
ペ
ア
が
変
わ
り
ま
し
た
。
そ
の

子
は
、
生
ま
れ
つ
き
耳
が
き
こ
え
な

い
女
の
子
で
す
。
こ
の
子
の
こ
と
を

か
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

そ
の
子
は
本
当
は
ち
が
う
町
に
住

ん
で
い
る
ん
で
す
が
、
私
た
ち
の
町

の
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
に
入
り
ま
し

た
。
で
も
、
そ
の
子
の
町
に
は
バ
ド

ミ
ン
ト
ン
の
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
が
あ

り
ま
す
。
私
も
最
近
、
知
っ
た
の
で

す
が
、
耳
が
き
こ
え
な
い
た
め
、
そ

の
子
が
住
ん
で
い
る
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ

ブ
に
断
ら
れ
た
そ
う
で
す
。
そ
し

て
、
私
達
の
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
の

リ
ー
ダ
ー
の
人
が
そ
の
子
を
受
け
入

れ
て
私
の
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
に
入
っ

て
き
ま
し
た
。

　

そ
の
子
と
は
、
友
だ
ち
で
ダ
ブ
ル

ス
で
す
け
ど
、
た
ま
に
い
や
な
気
持

ち
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
た
と
え

ば
、
し
あ
い
の
時
、
ど
っ
ち
が
打
て

4/5
回

佳　作

私
の
ダ
ブ
ル
ス

（
学
年
は
入
選
当
時
の
学
年
で
す
）

榎
本  

あ
か
り

岩
出
小
学
校
６
年

手
に
か
い
て
読
み
と
る
か
、
体
で
い

や
が
っ
て
い
る
動
作
を
し
て
そ
の
子

に
分
か
ら
せ
ま
す
。
ふ
つ
う
の
子
の

よ
う
に
ふ
つ
う
に
言
葉
を
き
け
な
い

の
で
大
変
で
す
。

　

私
は
、
ダ
ブ
ル
ス
の
ペ
ア
な
の
で

よ
く
見
て
い
た
ら
、
あ
る
こ
と
に
気

が
つ
い
た
の
で
す
。
そ
れ
は
、
い
つ

で
も
「
笑
っ
て
い
る
」
こ
と
で
す
。

耳
が
き
こ
え
な
い
の
に
笑
っ
て
耳
が

き
こ
え
な
い
こ
と
を
忘
れ
よ
う
と
し

て
い
る
ん
で
し
ょ
う
か
。
無
理
に

笑
っ
て
い
る
ん
で
し
ょ
う
か
。
し
ゃ

べ
っ
て
い
る
感
じ
も
い
つ
も
明
る
く

話
し
て
い
ま
す
。
逆
に
笑
顔
す
ぎ
て

ふ
し
ぎ
に
な
っ
て
き
ま
す
。
私
は
、

一
度
母
に
こ
ん
な
こ
と
を
き
い
て
み

ま
し
た
。

　
「
い
つ
も
笑
っ
て
る
け
ど
つ
ら
く

な
い
の
か
な
。」

　

す
る
と
母
が
答
え
ま
し
た
。

　
「
や
っ
ぱ
り
つ
ら
い
と
思
う
よ
。

一
生
、
家
族
、
友
だ
ち
の
声
が
き
こ

え
な
い
ん
だ
か
ら
。」　
　
　

　

私
は
、
そ
れ
を
き
い
て
、
も
し
自

分
が
耳
が
き
こ
え
な
か
っ
た
ら
と
そ

う
ぞ
う
し
て
み
ま
し
た
。
す
る
と

き
ょ
う
ふ
が
わ
き
上
が
っ
て
き
ま
し

た
。
一
生
、
大
好
き
な
家
族
や
大
好

き
な
友
人
、
自
分
の
声
、
う
る
さ
い

せ
み
の
声
な
ど
が
き
こ
え
な
い
の
で

す
。
よ
く
そ
の
子
は
が
ま
ん
し
て
い

る
な
と
思
い
ま
し
た
。

差 

作

を
別 

な 

す
く 

人
権
作
文
入
選

品

え
の
も
と

　

私
は
、
そ
の
子
や
バ
ド
ミ
ン
ト
ン

で
す
ご
く
い
や
な
思
い
を
し
て
、
一

度
、
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
を
や
め
よ
う
か

と
思
っ
た
時
、
私
の
お
ば
あ
ち
ゃ
ん

が
こ
ん
な
こ
と
い
い
ま
し
た
。

　
「
あ
か
り
ち
ゃ
ん
だ
か
ら
、
バ
ド

ミ
ン
ト
ン
の
先
生
も
耳
の
き
こ
え
な

い
子
と
あ
か
り
ち
ゃ
ん
を
ダ
ブ
ル
ス

に
組
ん
だ
ん
じ
ゃ
な
い
。」

　

私
は
そ
の
言
葉
を
き
い
て
、
イ
ヤ

だ
こ
ん
な
子
と
組
む
の
は
、
と
か
、

な
ん
で
こ
ん
な
子
と
、
と
い
う
心
の

言
葉
が
消
え
て
い
き
ま
し
た
。

　

で
も
、
耳
が
き
こ
え
な
い
と
分

か
っ
て
い
て
も
し
あ
い
に
負
け
る
と

く
や
し
く
な
り
ま
す
。
し
か
し
、
私

が
ど
ん
な
に
さ
け
ん
だ
り
、
物
に
や

つ
あ
た
り
し
て
も
あ
の
子
は
、
耳
が

き
こ
え
る
よ
う
に
な
り
ま
せ
ん
。

　

だ
か
ら
、
私
が
あ
の
子
の
ダ
ブ
ル

ス
の
ペ
ア
の
か
ぎ
り
、
私
が
、
あ
の

子
の
耳
に
な
り
ま
す
。

根来公園墓地

○お花とお線香だけもってお参りください

使用者募集中！

根来公園墓地には水道・手桶・ひしゃくも完備しています。
重い荷物はいりません。お花とお線香、ロウソクなどお手軽にお参り
いただけます。

○問い合わせ先　岩出市役所　都市計画課　℡ 62-2141（内線 222）

「手軽にお参り」ポイント
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図書館へ

岩出図書館

行こう
本や行事についてのお問い合わせは電話でどうぞ！

（根来1472-1）
TEL.62-7222　FAX.62-7150

7月のカレンダー
開館時間　　岩出図書館　午前10時～午後７時
　　　　　　岩出図書館を除く分館・分室　午前10時～午後6時30分

岩出図書館・駅前ライブラリー・総合保健福祉センター図書室 中央公民館図書室・上岩出地区公民館図書室

休館中の本の返却は、図書館正門右の返却ポスト、または駅前ライブラリーの返却ポストをご利用ください。
ただし、DVD・ビデオ・CDなどの視聴覚資料、紙芝居など、破損の恐れのある資料は開館時に直接カウンターに
お返しください。

日 土金木水火月 日 土金木水火月

☆本はおひとり５冊まで２週間借りることができます。
☆視聴覚資料はおひとり３点まで１週間借りることができます。

1 2 3 4 5 6 7
8 9 10 11 12 13 14
15 16 17 18 19 20 21
22 23 24 25 26 27 28
29 30 31

1 2 3 4 5 6 7
8 9 10 11 12 13 14
15 16 17 18 19 20 21
22 23 24 25 26 27 28
29 30 31

印は休館日です。
印は岩出図書館休館日のため、閲覧のみとなります。

おはなし会

　岩出図書館では、第５8 回青少年読書感想文全国コンクール課題図

書をすべてそろえています。それぞれの課題図書を３冊ずつご用意し

ていますが、多くの方に読んでいただくため、7 月 13 日（金）から
9 月 5 日（水）までは、課題図書の貸出をおひとり１冊、貸出期間を
１週間とさせていただきます。　

　【 第 58 回青少年読書感想文全国コンクール課題図書 】

　課題図書の予約はおひとり１冊までです。（インターネット予約は

できません。）予約本の取置期間は１週間です。図書館からの連絡が

ありましたら、なるべく早く借りに来てください。

バンビ　Bambi（70 分）
くじらぐも（11 分）

７月２１日（土）    １０：３０～

７月の 毎週日曜日に、

　　おはなし会開催！！

１日・８日　

「おはなしドロップス」

１５日・２２日　

「おはなしのとびら」

場所　岩出図書館おはなし室

書　名 著　者 出版社
小学校低学年の部
ぼくがきょうりゅうだったとき まつおか  たつひで／作・絵 ポプラ社
またおいで もりやま  みやこ／作 あかね書房
パンケーキをたべるサイなんていない？ アンナ・ケンプ／ぶん BL出版
へいわってどんなこと？ 浜田  桂子／作 童心社

小学校中学年の部
ココロ屋 梨屋  アリエ／作 文研出版
チョコレートと青い空 堀米  薫／作 そうえん社
ここがわたしのおうちです アイリーン・スピネリ／文 さ・え・ら書房
カモのきょうだいクリとゴマ なかがわ  ちひろ／作・絵 アリス館

小学校高学年の部
心の森 小手鞠  るい／作 金の星社

走れ！マスワラ
グザヴィエ＝ローラン・
プティ／作

PHP研究所

わたしのひかり モリー・バング／作 評論社
ピアノはともだち
奇跡のピアニスト辻井伸行の秘密

こうやま  のりお／著 講談社

中学校の部
地をはう風のように 高橋  秀雄／作 福音館書店
怪物はささやく パトリック・ネス／著 あすなろ書房
地球の声に耳をすませて
地震の正体を知り、命を守る 大木  聖子／著 くもん出版

高等学校の部
オン・ザ・ライン 朽木  祥／著 小学館
ダーウィンと出会った夏 ジャクリーン・ケリー／作 ほるぷ出版
パスタでたどるイタリア史 池上  俊一／著 岩波書店

課題図書の貸出制限について　

課題図書の予約について

２９日　
「英語でおはなし会」

午後 1 時 30 分～

　
＊入場は無料です（先着１００名）

夏休み子ども映画会

岩出図書館　大会議室

日時

場所

環境のよい図書館で読書を！

　今年の夏も暑い日が続いていますが、 読

書や学習にふさわしい、 自然環境に恵まれ、

静かで落ち着いた、 駐車場も広い岩出図書

館で読書しませんか？

　岩出図書館では、本のほかに、多くの雑

誌・新聞・ＤＶＤ・ＣＤなども所蔵してお

り、日曜日のおはなし会やＤＶＤ上映会な

どのイベントも開催しています。

　また、岩出図書館と分館・分室とが連携

して図書を搬送し、市民のみなさんが便利

よく利用できる配本サービスを行っていま

すので、分館・分室もどうぞご利用ください。

　今年も、電力不足によるより厳しい節電

が呼びかけられています。家庭での節電を

行うとともに、読書活動の活発化につなが

ればと思っておりますので、是非、環境の

よい涼しい図書館にご来館ください。

　岩出図書館スタッフ一同お待ちしており

ます。

タイトル
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市の人口と世帯（平成 24 年 5 月末現在）
総 人 口 : 53,257 人（ 男 : 25,715 人　 女 : 27, 542 人 ）
世帯数 : 21,087 世帯　　

【メッセージ花火数】
　１０ 発（１人１発）

【参加料】
　１発 ５, ０００ 円

【申込方法】
　申込用紙に住所・氏名等、必要事項

    をご記入の上、料金を添えて事務局

    までお申し込みください。

   ※ 申込用紙は、事務局で配布します。　 

　      なお、岩出市ウェブサイトからも

　　  ダウンロードすることができます。

【申込期間】
　７月６日   金   ～８月３日   金

　※ 予定数（１０発）に達した時点で

　　 締め切りとさせていただきます。

　いわで夏まつりのフィナーレを飾る

　「花火大会」。あなたのメッセージを

花火に込めて打ち上げてみませんか？

　花火を打ち上げる前にお預かりした

「メッセージ」と「お名前」を読み上

げます。

【申し込み・問い合わせ先】
  いわで夏まつり実行委員会広報部会  
  事務局（岩出市役所市長公室内）
       TEL  ：62-2141（内線 113）
       FAX：63-5229

たとえば・・・
    ▼ 出産・結婚・就職などのお祝い
    ▼ 結婚記念日や誕生日などの記念
    ▼ おじいちゃん・おばあちゃん
　　 への長寿のお祝い
    ▼ 恋する二人の愛のメッセージ
   ▼ 家族の絆のメッセージ　　　 　
　　　　　　　　　　　　　 など　

（例）○○○ちゃん、1 歳のお誕生日
　　  おめでとう！
　   （ メッセージは、30 文字以内 ）

 あなたに届け！

     私の熱いメッセージ！！

 メッセージ花火の

　　        参加者を募集します！

    2012 いわで夏まつり

    8 月 25 日   土     開催
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つ
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    大宮緑地総合運動公園
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